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ⅢⅢ  ががんんととのの共共生生 

１１  相相談談支支援援のの充充実実110044  

 

 

 

  

  

  

（（１１））ががんん相相談談支支援援セセンンタターー  

  アア  ががんん相相談談支支援援セセンンタターーへへののつつななぎぎのの推推進進  

現現状状とと課課題題  

○ がんと診断された患者及び家族は、大きな不安を抱えながら、医療機関や治療法

等を選択しなければならず、また、生活や仕事に関することなど、様々な問題に直

面することから、患者及び家族の不安や疑問に的確に対応し、がんに関する正しい

情報を提供できる体制の整備が必要です。 

 

○ このため、国拠点病院、地域がん診療病院及び都拠点病院等は、看護師や医療ソ

ーシャルワーカー等の相談員を配置した「がん相談支援センター」を設置し、がん

の治療に関する一般的な情報（がんの病態や標準的治療法、自施設で対応可能なが

ん種や治療法等）の提供や、療養生活、治療や介護と仕事の両立、小児がん患者の

長期フォローアップ等に関する質問や相談に対応しています。同様に、小児がんに

ついても、小児がん拠点病院はがん相談支援センターを設置しています（表 15 参

照）。 

 

○ 令和４（2022）年に改定された「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」

において、国拠点病院及び地域がん診療病院は「外来初診時から治療開始までを目

途に、がん患者及びその家族が必ず一度はがん相談支援センターを訪問すること

ができる体制を整備することが望ましい」とされました。 

 

○ 拠点病院等（成人・小児）や都においては、がん相談支援センターに患者及び家

族をつなぐための体制づくりを推進していますが、がん相談支援センターを利用

したことがあると回答した患者及び家族の割合は、成人・小児とも依然として低い

状況にあります（図 43 参照）。105 

 
104 本パートにおける記載は、特記がない限り、小児から高齢者まで全ての年代のがん患者を対象とする。 
105 「東京都がん患者調査（令和５年３月）」「東京都がん家族調査（令和５年３月）」「東京都小児がん患者調査

（令和５年３月）」による。 

○ 患者及び家族を支援するための様々な取組を一層充実させるとともに、患者及

び家族がそれぞれのニーズに見合った支援にアクセスできる体制を整えること

で、不安や悩みの軽減、解消を目指します。 

 

○ また、がん相談支援センターを認知しているものの、「がん相談支援センターで

相談できる内容ではないと思った」「がん相談支援センターは気軽に利用しにくい」

等の理由により利用に結びつかないケースもあります106。加えて、患者は主治医

以外の第三者に相談を行うことをためらうケースがあるとも言われています。 

 

○ がん治療中と並び、診断時等の早期からの相談支援が必要とされていますが、東

京都がん患者調査では、がん相談支援センターについて案内を受けた者のうち、が

ん診断時に案内があったと回答した患者の割合は 28.4%に留まっています。 

 

○ がん相談支援センターの認知度・利用状況の改善が進まない背景の１つとして、

院内スタッフ間におけるがん相談支援センターの認知度の低さや意識醸成が課題

として挙げられています107。 

また、診断時に相談支援センターの紹介を行わない理由として、医師側からは、

外来診療における時間的制約に加え、「がん相談支援センターに紹介するタイミン

グがわからない」「院内に統一的なルールがない」という回答がそれぞれ 40%あ

りました。108 

 

○ がん相談支援センターは、他の病院で治療を受けている患者及び家族、都民や

地域の医療機関も利用可能ですが、がん相談支援センターが設置されている病院

以外で治療を受けている患者の中には、がん相談支援センターの存在を知らず、

支援につながることができない人もいる状況です。 

 

 
106 「東京都がん患者調査（令和５年３月）」「東京都がん家族調査（令和５年３月）」「東京都小児がん患者調査

（令和５年３月）」による。 
107 「東京都がん医療施設等調査（令和５年３月）」による。 
108 「東京都がん医療施設等調査（令和５年３月）」による。 
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出典：「東京都がんに関する患者調査（令和４年度）」（東京都福祉保健局）

図図4433 ががんん患患者者のの相相談談支支援援セセンンタターーのの認認知知度度
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取取組組のの方方向向性性   

①①  ががんん相相談談支支援援セセンンタターーをを有有すするる病病院院ににおおけけるる体体制制・・環環境境整整備備  

○ がん相談支援センターを有する病院では、外来初診時から治療開始までを目途

にがん相談支援センターの存在及び場所、相談できる内容を患者及び家族に案内

し、相談を希望する患者及び家族ががん相談支援センターを訪問することができ

る体制を整備するとともに、がん相談支援センターにおいても患者及び家族が利

用しやすい環境整備に努めます。 

 

○ 「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」により求められている「自施設

で提供している診療・患者支援の体制について学ぶ機会109」の提供等を通じ、院

内でのがん相談支援センターの認知度向上や意識醸成を進めます。 

 

②②  東東京京都都ががんん診診療療連連携携協協議議会会ににおおけけるる支支援援  

○ 東京都がん診療連携協議会では、がん相談支援センターを有する病院における

取組の好事例を共有し、各病院における取組が進むよう支援します。 

 

③③  東東京京都都ににおおけけるる支支援援・・周周知知  

○ 都は、各病院や東京都がん診療連携協議会による、がん相談支援センターの認知

度向上等の推進に向けた取組を支援します。また、各病院において、外来での掲示

やリーフレットの配置に加えて、診断時、一人ひとりの患者及び家族に対する説明

やパンフレット配布等による周知が行われるよう、患者及び家族向けの説明資料

のひな形を作成します。 

 

○ がん相談支援センターが設置されている病院以外の医療機関の患者にがん相談

支援センターを周知するため、広報資材を作成し、配布します。 

 

○ 東京都がんポータルサイトやＳＮＳによって、がん相談支援センターの存在や

相談できる内容、都内における設置場所について、効果的な情報提供を推進してい

きます。 

 

イイ  ががんん相相談談支支援援セセンンタターーのの質質のの向向上上  

現現状状とと課課題題  

○ 成人のがんについては、東京都がん診療連携協議会において、ＡＹＡ世代がんを

含む相談支援の知識・技能向上を目的に、相談員向けの研修や勉強会を開催してい

ます。また、各相談支援センターにおけるＰＤＣＡサイクルの取組等により、機能

向上を図っています。 

 

○ 小児・ＡＹＡ世代のがんについては、相談件数自体が少なく、また、ＡＹＡ世代

 
109 「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」Ⅱ４（６）による。 
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の中でもＡ世代とＹＡ世代で必要とする支援の内容が異なることから、各病院の

相談支援センターにノウハウが蓄積されにくいことが指摘されています。このた

め、東京都小児・ＡＹＡ世代がん診療連携協議会にて、相談員の知識・技能向上の

ための研修を開催するとともに、小児がん患者への相談に係るリーフレットの作

成、配布等を通じた相談の質の均てん化を図っています。 

また、ＡＹＡ世代については、令和３（2021）年に都が開設したＡＹＡ世代が

ん相談情報センター110が開催する勉強会等により、相談員のスキルアップを図っ

ています。 

 

○ 東京都がん患者調査では、がん相談支援センターの利用者において「今後も利用

したい」という回答が 61%を占めています。 

 

○ がん相談支援センターに求められる業務が多様化かつ複雑化していることから、

患者及び家族の不安を取り除くためには、引き続き、相談員のスキル向上や質の担

保が必要です。 

 

取取組組のの方方向向性性   

①①  相相談談員員のの更更ななるるススキキルル向向上上のの推推進進  

○ 患者の年代を問わず、質の高い相談支援を受けることができる環境を整えるた

め、東京都がん診療連携協議会及び東京都小児・ＡＹＡ世代がん診療連携協議会に

おいて、引き続き、相談員向けの研修を実施していきます。 

 

○ 都は、相談員に対し、引き続き、国立がん研究センターが開催する研修会への参

画を促進していきます。 

 

○ 小児がん患者に対する相談支援の充実のため、東京都小児・ＡＹＡ世代がん診療

連携協議会において、引き続き取組を推進します。 

 

○ 都は、ＡＹＡ世代のがん患者に対する相談支援体制の充実に向けて、ＡＹＡ世代

がん相談情報センターにおける情報集約及び各病院のがん相談支援センターへの

ノウハウの共有を推進します。 

 

ウウ  多多様様なな相相談談ニニーーズズへへのの対対応応  

現現状状とと課課題題  

○ 都は、昼間に相談時間を確保できない患者及び家族の相談ニーズに対応するた

め、休日・夜間対応のがん相談支援センターの運営を支援しています。 
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現現状状とと課課題題  

○ 成人のがんについては、東京都がん診療連携協議会において、ＡＹＡ世代がんを

含む相談支援の知識・技能向上を目的に、相談員向けの研修や勉強会を開催してい

ます。また、各相談支援センターにおけるＰＤＣＡサイクルの取組等により、機能

向上を図っています。 

 

○ 小児・ＡＹＡ世代のがんについては、相談件数自体が少なく、また、ＡＹＡ世代

 
109 「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」Ⅱ４（６）による。 

 

の中でもＡ世代とＹＡ世代で必要とする支援の内容が異なることから、各病院の

相談支援センターにノウハウが蓄積されにくいことが指摘されています。このた

め、東京都小児・ＡＹＡ世代がん診療連携協議会にて、相談員の知識・技能向上の

ための研修を開催するとともに、小児がん患者への相談に係るリーフレットの作

成、配布等を通じた相談の質の均てん化を図っています。 

また、ＡＹＡ世代については、令和３（2021）年に都が開設したＡＹＡ世代が

ん相談情報センター110が開催する勉強会等により、相談員のスキルアップを図っ

ています。 

 

○ 東京都がん患者調査では、がん相談支援センターの利用者において「今後も利用

したい」という回答が 61%を占めています。 

 

○ がん相談支援センターに求められる業務が多様化かつ複雑化していることから、

患者及び家族の不安を取り除くためには、引き続き、相談員のスキル向上や質の担

保が必要です。 

 

取取組組のの方方向向性性   

①①  相相談談員員のの更更ななるるススキキルル向向上上のの推推進進  

○ 患者の年代を問わず、質の高い相談支援を受けることができる環境を整えるた

め、東京都がん診療連携協議会及び東京都小児・ＡＹＡ世代がん診療連携協議会に

おいて、引き続き、相談員向けの研修を実施していきます。 

 

○ 都は、相談員に対し、引き続き、国立がん研究センターが開催する研修会への参

画を促進していきます。 

 

○ 小児がん患者に対する相談支援の充実のため、東京都小児・ＡＹＡ世代がん診療

連携協議会において、引き続き取組を推進します。 

 

○ 都は、ＡＹＡ世代のがん患者に対する相談支援体制の充実に向けて、ＡＹＡ世代

がん相談情報センターにおける情報集約及び各病院のがん相談支援センターへの

ノウハウの共有を推進します。 

 

ウウ  多多様様なな相相談談ニニーーズズへへのの対対応応  

現現状状とと課課題題  

○ 都は、昼間に相談時間を確保できない患者及び家族の相談ニーズに対応するた

め、休日・夜間対応のがん相談支援センターの運営を支援しています。 
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への共有等により支援の充実を図る機関。聖路加国際病院及び東京都立小児総合医療センターの２か所に設
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○ がん相談支援センターを有する病院では、外来初診時から治療開始までを目途

にがん相談支援センターの存在及び場所、相談できる内容を患者及び家族に案内

し、相談を希望する患者及び家族ががん相談支援センターを訪問することができ

る体制を整備するとともに、がん相談支援センターにおいても患者及び家族が利

用しやすい環境整備に努めます。 

 

○ 「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」により求められている「自施設

で提供している診療・患者支援の体制について学ぶ機会109」の提供等を通じ、院

内でのがん相談支援センターの認知度向上や意識醸成を進めます。 

 

②②  東東京京都都ががんん診診療療連連携携協協議議会会ににおおけけるる支支援援  

○ 東京都がん診療連携協議会では、がん相談支援センターを有する病院における

取組の好事例を共有し、各病院における取組が進むよう支援します。 

 

③③  東東京京都都ににおおけけるる支支援援・・周周知知  

○ 都は、各病院や東京都がん診療連携協議会による、がん相談支援センターの認知

度向上等の推進に向けた取組を支援します。また、各病院において、外来での掲示

やリーフレットの配置に加えて、診断時、一人ひとりの患者及び家族に対する説明

やパンフレット配布等による周知が行われるよう、患者及び家族向けの説明資料

のひな形を作成します。 

 

○ がん相談支援センターが設置されている病院以外の医療機関の患者にがん相談

支援センターを周知するため、広報資材を作成し、配布します。 

 

○ 東京都がんポータルサイトやＳＮＳによって、がん相談支援センターの存在や
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きます。 

 

イイ  ががんん相相談談支支援援セセンンタターーのの質質のの向向上上  

現現状状とと課課題題  

○ 成人のがんについては、東京都がん診療連携協議会において、ＡＹＡ世代がんを

含む相談支援の知識・技能向上を目的に、相談員向けの研修や勉強会を開催してい
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○ 小児がん患者に対する相談支援の充実のため、東京都小児・ＡＹＡ世代がん診療

連携協議会において、引き続き取組を推進します。 
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やパンフレット配布等による周知が行われるよう、患者及び家族向けの説明資料

のひな形を作成します。 

 

○ がん相談支援センターが設置されている病院以外の医療機関の患者にがん相談
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め、東京都小児・ＡＹＡ世代がん診療連携協議会にて、相談員の知識・技能向上の

ための研修を開催するとともに、小児がん患者への相談に係るリーフレットの作

成、配布等を通じた相談の質の均てん化を図っています。 

また、ＡＹＡ世代については、令和３（2021）年に都が開設したＡＹＡ世代が

ん相談情報センター110が開催する勉強会等により、相談員のスキルアップを図っ

ています。 

 

○ 東京都がん患者調査では、がん相談支援センターの利用者において「今後も利用

したい」という回答が 61%を占めています。 

 

○ がん相談支援センターに求められる業務が多様化かつ複雑化していることから、

患者及び家族の不安を取り除くためには、引き続き、相談員のスキル向上や質の担

保が必要です。 

 

取取組組のの方方向向性性   

①①  相相談談員員のの更更ななるるススキキルル向向上上のの推推進進  

○ 患者の年代を問わず、質の高い相談支援を受けることができる環境を整えるた

め、東京都がん診療連携協議会及び東京都小児・ＡＹＡ世代がん診療連携協議会に

おいて、引き続き、相談員向けの研修を実施していきます。 

 

○ 都は、相談員に対し、引き続き、国立がん研究センターが開催する研修会への参

画を促進していきます。 

 

○ 小児がん患者に対する相談支援の充実のため、東京都小児・ＡＹＡ世代がん診療

連携協議会において、引き続き取組を推進します。 

 

○ 都は、ＡＹＡ世代のがん患者に対する相談支援体制の充実に向けて、ＡＹＡ世代

がん相談情報センターにおける情報集約及び各病院のがん相談支援センターへの

ノウハウの共有を推進します。 

 

ウウ  多多様様なな相相談談ニニーーズズへへのの対対応応  

現現状状とと課課題題  

○ 都は、昼間に相談時間を確保できない患者及び家族の相談ニーズに対応するた

め、休日・夜間対応のがん相談支援センターの運営を支援しています。 
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したい」という回答が 61%を占めています。 

 

○ がん相談支援センターに求められる業務が多様化かつ複雑化していることから、

患者及び家族の不安を取り除くためには、引き続き、相談員のスキル向上や質の担

保が必要です。 

 

取取組組のの方方向向性性   

①①  相相談談員員のの更更ななるるススキキルル向向上上のの推推進進  

○ 患者の年代を問わず、質の高い相談支援を受けることができる環境を整えるた

め、東京都がん診療連携協議会及び東京都小児・ＡＹＡ世代がん診療連携協議会に

おいて、引き続き、相談員向けの研修を実施していきます。 

 

○ 都は、相談員に対し、引き続き、国立がん研究センターが開催する研修会への参

画を促進していきます。 

 

○ 小児がん患者に対する相談支援の充実のため、東京都小児・ＡＹＡ世代がん診療

連携協議会において、引き続き取組を推進します。 

 

○ 都は、ＡＹＡ世代のがん患者に対する相談支援体制の充実に向けて、ＡＹＡ世代

がん相談情報センターにおける情報集約及び各病院のがん相談支援センターへの

ノウハウの共有を推進します。 

 

ウウ  多多様様なな相相談談ニニーーズズへへのの対対応応  

現現状状とと課課題題  

○ 都は、昼間に相談時間を確保できない患者及び家族の相談ニーズに対応するた

め、休日・夜間対応のがん相談支援センターの運営を支援しています。 

 
110 「AYA 世代がん相談情報センター」：AYA 世代のがん患者の相談支援、がん患者同士の交流イベントの開催

を行うほか、都内医療機関の相談員同士の交流機会の確保、相談支援を通じたノウハウ蓄積と都内医療機関

への共有等により支援の充実を図る機関。聖路加国際病院及び東京都立小児総合医療センターの２か所に設

置 



107

取取組組のの方方向向性性   

①①  ががんん相相談談支支援援セセンンタターーをを有有すするる病病院院ににおおけけるる体体制制・・環環境境整整備備  

○ がん相談支援センターを有する病院では、外来初診時から治療開始までを目途

にがん相談支援センターの存在及び場所、相談できる内容を患者及び家族に案内

し、相談を希望する患者及び家族ががん相談支援センターを訪問することができ

る体制を整備するとともに、がん相談支援センターにおいても患者及び家族が利

用しやすい環境整備に努めます。 

 

○ 「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」により求められている「自施設

で提供している診療・患者支援の体制について学ぶ機会109」の提供等を通じ、院

内でのがん相談支援センターの認知度向上や意識醸成を進めます。 

 

②②  東東京京都都ががんん診診療療連連携携協協議議会会ににおおけけるる支支援援  

○ 東京都がん診療連携協議会では、がん相談支援センターを有する病院における

取組の好事例を共有し、各病院における取組が進むよう支援します。 

 

③③  東東京京都都ににおおけけるる支支援援・・周周知知  

○ 都は、各病院や東京都がん診療連携協議会による、がん相談支援センターの認知

度向上等の推進に向けた取組を支援します。また、各病院において、外来での掲示

やリーフレットの配置に加えて、診断時、一人ひとりの患者及び家族に対する説明

やパンフレット配布等による周知が行われるよう、患者及び家族向けの説明資料

のひな形を作成します。 

 

○ がん相談支援センターが設置されている病院以外の医療機関の患者にがん相談

支援センターを周知するため、広報資材を作成し、配布します。 

 

○ 東京都がんポータルサイトやＳＮＳによって、がん相談支援センターの存在や

相談できる内容、都内における設置場所について、効果的な情報提供を推進してい

きます。 

 

イイ  ががんん相相談談支支援援セセンンタターーのの質質のの向向上上  

現現状状とと課課題題  

○ 成人のがんについては、東京都がん診療連携協議会において、ＡＹＡ世代がんを

含む相談支援の知識・技能向上を目的に、相談員向けの研修や勉強会を開催してい

ます。また、各相談支援センターにおけるＰＤＣＡサイクルの取組等により、機能

向上を図っています。 

 

○ 小児・ＡＹＡ世代のがんについては、相談件数自体が少なく、また、ＡＹＡ世代

 
109 「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」Ⅱ４（６）による。 
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の中でもＡ世代とＹＡ世代で必要とする支援の内容が異なることから、各病院の
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成、配布等を通じた相談の質の均てん化を図っています。 

また、ＡＹＡ世代については、令和３（2021）年に都が開設したＡＹＡ世代が

ん相談情報センター110が開催する勉強会等により、相談員のスキルアップを図っ
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画を促進していきます。 
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おいて、引き続き、相談員向けの研修を実施していきます。 

 

○ 都は、相談員に対し、引き続き、国立がん研究センターが開催する研修会への参

画を促進していきます。 

 

○ 小児がん患者に対する相談支援の充実のため、東京都小児・ＡＹＡ世代がん診療

連携協議会において、引き続き取組を推進します。 

 

○ 都は、ＡＹＡ世代のがん患者に対する相談支援体制の充実に向けて、ＡＹＡ世代

がん相談情報センターにおける情報集約及び各病院のがん相談支援センターへの

ノウハウの共有を推進します。 

 

ウウ  多多様様なな相相談談ニニーーズズへへのの対対応応  

現現状状とと課課題題  

○ 都は、昼間に相談時間を確保できない患者及び家族の相談ニーズに対応するた

め、休日・夜間対応のがん相談支援センターの運営を支援しています。 

 
110 「AYA 世代がん相談情報センター」：AYA 世代のがん患者の相談支援、がん患者同士の交流イベントの開催

を行うほか、都内医療機関の相談員同士の交流機会の確保、相談支援を通じたノウハウ蓄積と都内医療機関

への共有等により支援の充実を図る機関。聖路加国際病院及び東京都立小児総合医療センターの２か所に設

置 

取取組組のの方方向向性性   

①①  ががんん相相談談支支援援セセンンタターーをを有有すするる病病院院ににおおけけるる体体制制・・環環境境整整備備  

○ がん相談支援センターを有する病院では、外来初診時から治療開始までを目途

にがん相談支援センターの存在及び場所、相談できる内容を患者及び家族に案内

し、相談を希望する患者及び家族ががん相談支援センターを訪問することができ

る体制を整備するとともに、がん相談支援センターにおいても患者及び家族が利

用しやすい環境整備に努めます。 

 

○ 「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」により求められている「自施設

で提供している診療・患者支援の体制について学ぶ機会109」の提供等を通じ、院

内でのがん相談支援センターの認知度向上や意識醸成を進めます。 

 

②②  東東京京都都ががんん診診療療連連携携協協議議会会ににおおけけるる支支援援  

○ 東京都がん診療連携協議会では、がん相談支援センターを有する病院における

取組の好事例を共有し、各病院における取組が進むよう支援します。 
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やパンフレット配布等による周知が行われるよう、患者及び家族向けの説明資料

のひな形を作成します。 

 

○ がん相談支援センターが設置されている病院以外の医療機関の患者にがん相談

支援センターを周知するため、広報資材を作成し、配布します。 

 

○ 東京都がんポータルサイトやＳＮＳによって、がん相談支援センターの存在や

相談できる内容、都内における設置場所について、効果的な情報提供を推進してい
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イイ  ががんん相相談談支支援援セセンンタターーのの質質のの向向上上  

現現状状とと課課題題  

○ 成人のがんについては、東京都がん診療連携協議会において、ＡＹＡ世代がんを

含む相談支援の知識・技能向上を目的に、相談員向けの研修や勉強会を開催してい

ます。また、各相談支援センターにおけるＰＤＣＡサイクルの取組等により、機能

向上を図っています。 

 

○ 小児・ＡＹＡ世代のがんについては、相談件数自体が少なく、また、ＡＹＡ世代
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また、ＡＹＡ世代については、令和３（2021）年に都が開設したＡＹＡ世代が

ん相談情報センター110が開催する勉強会等により、相談員のスキルアップを図っ

ています。 

 

○ 東京都がん患者調査では、がん相談支援センターの利用者において「今後も利用

したい」という回答が 61%を占めています。 

 

○ がん相談支援センターに求められる業務が多様化かつ複雑化していることから、

患者及び家族の不安を取り除くためには、引き続き、相談員のスキル向上や質の担
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ウウ  多多様様なな相相談談ニニーーズズへへのの対対応応  

現現状状とと課課題題  

○ 都は、昼間に相談時間を確保できない患者及び家族の相談ニーズに対応するた

め、休日・夜間対応のがん相談支援センターの運営を支援しています。 

 
110 「AYA 世代がん相談情報センター」：AYA 世代のがん患者の相談支援、がん患者同士の交流イベントの開催

を行うほか、都内医療機関の相談員同士の交流機会の確保、相談支援を通じたノウハウ蓄積と都内医療機関

への共有等により支援の充実を図る機関。聖路加国際病院及び東京都立小児総合医療センターの２か所に設

置 

 

取取組組のの方方向向性性   

①①  ががんん相相談談支支援援セセンンタターーをを有有すするる病病院院ににおおけけるる体体制制・・環環境境整整備備  

○ がん相談支援センターを有する病院では、外来初診時から治療開始までを目途

にがん相談支援センターの存在及び場所、相談できる内容を患者及び家族に案内

し、相談を希望する患者及び家族ががん相談支援センターを訪問することができ

る体制を整備するとともに、がん相談支援センターにおいても患者及び家族が利

用しやすい環境整備に努めます。 

 

○ 「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」により求められている「自施設

で提供している診療・患者支援の体制について学ぶ機会109」の提供等を通じ、院

内でのがん相談支援センターの認知度向上や意識醸成を進めます。 

 

②②  東東京京都都ががんん診診療療連連携携協協議議会会ににおおけけるる支支援援  

○ 東京都がん診療連携協議会では、がん相談支援センターを有する病院における

取組の好事例を共有し、各病院における取組が進むよう支援します。 

 

③③  東東京京都都ににおおけけるる支支援援・・周周知知  

○ 都は、各病院や東京都がん診療連携協議会による、がん相談支援センターの認知

度向上等の推進に向けた取組を支援します。また、各病院において、外来での掲示

やリーフレットの配置に加えて、診断時、一人ひとりの患者及び家族に対する説明

やパンフレット配布等による周知が行われるよう、患者及び家族向けの説明資料

のひな形を作成します。 

 

○ がん相談支援センターが設置されている病院以外の医療機関の患者にがん相談

支援センターを周知するため、広報資材を作成し、配布します。 

 

○ 東京都がんポータルサイトやＳＮＳによって、がん相談支援センターの存在や

相談できる内容、都内における設置場所について、効果的な情報提供を推進してい

きます。 

 

イイ  ががんん相相談談支支援援セセンンタターーのの質質のの向向上上  

現現状状とと課課題題  

○ 成人のがんについては、東京都がん診療連携協議会において、ＡＹＡ世代がんを

含む相談支援の知識・技能向上を目的に、相談員向けの研修や勉強会を開催してい

ます。また、各相談支援センターにおけるＰＤＣＡサイクルの取組等により、機能

向上を図っています。 

 

○ 小児・ＡＹＡ世代のがんについては、相談件数自体が少なく、また、ＡＹＡ世代

 
109 「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」Ⅱ４（６）による。 

の中でもＡ世代とＹＡ世代で必要とする支援の内容が異なることから、各病院の

相談支援センターにノウハウが蓄積されにくいことが指摘されています。このた

め、東京都小児・ＡＹＡ世代がん診療連携協議会にて、相談員の知識・技能向上の

ための研修を開催するとともに、小児がん患者への相談に係るリーフレットの作

成、配布等を通じた相談の質の均てん化を図っています。 

また、ＡＹＡ世代については、令和３（2021）年に都が開設したＡＹＡ世代が

ん相談情報センター110が開催する勉強会等により、相談員のスキルアップを図っ

ています。 

 

○ 東京都がん患者調査では、がん相談支援センターの利用者において「今後も利用

したい」という回答が 61%を占めています。 

 

○ がん相談支援センターに求められる業務が多様化かつ複雑化していることから、

患者及び家族の不安を取り除くためには、引き続き、相談員のスキル向上や質の担

保が必要です。 

 

取取組組のの方方向向性性   

①①  相相談談員員のの更更ななるるススキキルル向向上上のの推推進進  

○ 患者の年代を問わず、質の高い相談支援を受けることができる環境を整えるた

め、東京都がん診療連携協議会及び東京都小児・ＡＹＡ世代がん診療連携協議会に

おいて、引き続き、相談員向けの研修を実施していきます。 

 

○ 都は、相談員に対し、引き続き、国立がん研究センターが開催する研修会への参

画を促進していきます。 

 

○ 小児がん患者に対する相談支援の充実のため、東京都小児・ＡＹＡ世代がん診療

連携協議会において、引き続き取組を推進します。 

 

○ 都は、ＡＹＡ世代のがん患者に対する相談支援体制の充実に向けて、ＡＹＡ世代

がん相談情報センターにおける情報集約及び各病院のがん相談支援センターへの

ノウハウの共有を推進します。 

 

ウウ  多多様様なな相相談談ニニーーズズへへのの対対応応  

現現状状とと課課題題  

○ 都は、昼間に相談時間を確保できない患者及び家族の相談ニーズに対応するた

め、休日・夜間対応のがん相談支援センターの運営を支援しています。 

 
110 「AYA 世代がん相談情報センター」：AYA 世代のがん患者の相談支援、がん患者同士の交流イベントの開催

を行うほか、都内医療機関の相談員同士の交流機会の確保、相談支援を通じたノウハウ蓄積と都内医療機関

への共有等により支援の充実を図る機関。聖路加国際病院及び東京都立小児総合医療センターの２か所に設

置 
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取取組組のの方方向向性性   

①①  ががんん相相談談支支援援セセンンタターーをを有有すするる病病院院ににおおけけるる体体制制・・環環境境整整備備  

○ がん相談支援センターを有する病院では、外来初診時から治療開始までを目途

にがん相談支援センターの存在及び場所、相談できる内容を患者及び家族に案内

し、相談を希望する患者及び家族ががん相談支援センターを訪問することができ

る体制を整備するとともに、がん相談支援センターにおいても患者及び家族が利

用しやすい環境整備に努めます。 

 

○ 「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」により求められている「自施設

で提供している診療・患者支援の体制について学ぶ機会109」の提供等を通じ、院

内でのがん相談支援センターの認知度向上や意識醸成を進めます。 

 

②②  東東京京都都ががんん診診療療連連携携協協議議会会ににおおけけるる支支援援  

○ 東京都がん診療連携協議会では、がん相談支援センターを有する病院における

取組の好事例を共有し、各病院における取組が進むよう支援します。 

 

③③  東東京京都都ににおおけけるる支支援援・・周周知知  

○ 都は、各病院や東京都がん診療連携協議会による、がん相談支援センターの認知

度向上等の推進に向けた取組を支援します。また、各病院において、外来での掲示

やリーフレットの配置に加えて、診断時、一人ひとりの患者及び家族に対する説明

やパンフレット配布等による周知が行われるよう、患者及び家族向けの説明資料

のひな形を作成します。 

 

○ がん相談支援センターが設置されている病院以外の医療機関の患者にがん相談

支援センターを周知するため、広報資材を作成し、配布します。 

 

○ 東京都がんポータルサイトやＳＮＳによって、がん相談支援センターの存在や

相談できる内容、都内における設置場所について、効果的な情報提供を推進してい

きます。 

 

イイ  ががんん相相談談支支援援セセンンタターーのの質質のの向向上上  

現現状状とと課課題題  

○ 成人のがんについては、東京都がん診療連携協議会において、ＡＹＡ世代がんを

含む相談支援の知識・技能向上を目的に、相談員向けの研修や勉強会を開催してい

ます。また、各相談支援センターにおけるＰＤＣＡサイクルの取組等により、機能

向上を図っています。 

 

○ 小児・ＡＹＡ世代のがんについては、相談件数自体が少なく、また、ＡＹＡ世代

 
109 「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」Ⅱ４（６）による。 

の中でもＡ世代とＹＡ世代で必要とする支援の内容が異なることから、各病院の

相談支援センターにノウハウが蓄積されにくいことが指摘されています。このた

め、東京都小児・ＡＹＡ世代がん診療連携協議会にて、相談員の知識・技能向上の

ための研修を開催するとともに、小児がん患者への相談に係るリーフレットの作

成、配布等を通じた相談の質の均てん化を図っています。 

また、ＡＹＡ世代については、令和３（2021）年に都が開設したＡＹＡ世代が

ん相談情報センター110が開催する勉強会等により、相談員のスキルアップを図っ

ています。 

 

○ 東京都がん患者調査では、がん相談支援センターの利用者において「今後も利用

したい」という回答が 61%を占めています。 

 

○ がん相談支援センターに求められる業務が多様化かつ複雑化していることから、

患者及び家族の不安を取り除くためには、引き続き、相談員のスキル向上や質の担

保が必要です。 

 

取取組組のの方方向向性性   

①①  相相談談員員のの更更ななるるススキキルル向向上上のの推推進進  

○ 患者の年代を問わず、質の高い相談支援を受けることができる環境を整えるた

め、東京都がん診療連携協議会及び東京都小児・ＡＹＡ世代がん診療連携協議会に

おいて、引き続き、相談員向けの研修を実施していきます。 

 

○ 都は、相談員に対し、引き続き、国立がん研究センターが開催する研修会への参

画を促進していきます。 

 

○ 小児がん患者に対する相談支援の充実のため、東京都小児・ＡＹＡ世代がん診療

連携協議会において、引き続き取組を推進します。 

 

○ 都は、ＡＹＡ世代のがん患者に対する相談支援体制の充実に向けて、ＡＹＡ世代

がん相談情報センターにおける情報集約及び各病院のがん相談支援センターへの

ノウハウの共有を推進します。 

 

ウウ  多多様様なな相相談談ニニーーズズへへのの対対応応  

現現状状とと課課題題  

○ 都は、昼間に相談時間を確保できない患者及び家族の相談ニーズに対応するた

め、休日・夜間対応のがん相談支援センターの運営を支援しています。 

 
110 「AYA 世代がん相談情報センター」：AYA 世代のがん患者の相談支援、がん患者同士の交流イベントの開催

を行うほか、都内医療機関の相談員同士の交流機会の確保、相談支援を通じたノウハウ蓄積と都内医療機関

への共有等により支援の充実を図る機関。聖路加国際病院及び東京都立小児総合医療センターの２か所に設

置 
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○ また、就労等の多様な相談ニーズに対応するため、各がん相談支援センターでは、

社会保険労務士やハローワーク（公共職業安定所）と連携した相談支援等を実施し

ています。 

 

○ ＡＹＡ世代がん患者がライフイベント等に関係して抱える様々な悩みに対応で

きるよう、都は令和３（2021）年にＡＹＡ世代がん相談情報センターを都内２か

所に開設し、他のがん相談支援センターでは対応が困難な案件への対応や、他のが

ん相談支援センターへの助言等を行っています。 

 

○ 日本語を母国語としない人、ＬＧＢＴＱの患者など、様々な背景を有する患者及

び家族にも適切に対応する必要があります。 

 

○ 相談の手段として、患者にとって利用しやすい方法を尋ねたところ、対面

（74.0%）が最も多い一方、電話（34.5％）、メール（18.2%）、オンライン形式

の面談（12.7％）にも一定のニーズが存在することが分かりました。 

 

○ 第４期基本計画において、オンライン技術を活用した相談支援体制の整備が示

されていますが、拠点病院等（成人・小児）においては必ずしも実施体制が整って

いない状況があり、その背景にはインターネット環境や情報セキュリティ上の課

題が挙げられています111。 

 

取取組組のの方方向向性性  

①①  相相談談体体制制のの継継続続・・広広報報  

○ 患者及び家族が望む時間に、望む方法で、多様な悩みを相談することができる環

境を整えるため、都は、休日・夜間に相談支援を実施する病院への補助を継続する

とともに、治療と仕事の両立、生殖機能温存、ＡＹＡ世代のがん患者に特有の課題

等の多様な相談ニーズや、日本語を母国語としない人、ＬＧＢＴＱの患者等、様々

な背景を有する患者及び家族に対応できる体制を維持していきます。加えて、これ

らの相談窓口について周知・広報を強化するとともに、各相談窓口の多言語対応状

況についても案内を行います。 

 

②②  オオンンラライインンででのの相相談談環環境境のの整整備備  

○ 都は、オンラインでの相談環境を整え、アクセシビリティの向上を図るため、各

がん相談支援センターにおける設備整備を支援していきます。 

 

 

 

 

 
111 「東京都がん医療施設等調査（令和５年３月）」による。 

 

○ また、就労等の多様な相談ニーズに対応するため、各がん相談支援センターでは、

社会保険労務士やハローワーク（公共職業安定所）と連携した相談支援等を実施し

ています。 

 

○ ＡＹＡ世代がん患者がライフイベント等に関係して抱える様々な悩みに対応で

きるよう、都は令和３（2021）年にＡＹＡ世代がん相談情報センターを都内２か

所に開設し、他のがん相談支援センターでは対応が困難な案件への対応や、他のが

ん相談支援センターへの助言等を行っています。 

 

○ 日本語を母国語としない人、ＬＧＢＴＱの患者など、様々な背景を有する患者及

び家族にも適切に対応する必要があります。 

 

○ 相談の手段として、患者にとって利用しやすい方法を尋ねたところ、対面

（74.0%）が最も多い一方、電話（34.5％）、メール（18.2%）、オンライン形式

の面談（12.7％）にも一定のニーズが存在することが分かりました。 

 

○ 第４期基本計画において、オンライン技術を活用した相談支援体制の整備が示

されていますが、拠点病院等（成人・小児）においては必ずしも実施体制が整って

いない状況があり、その背景にはインターネット環境や情報セキュリティ上の課

題が挙げられています111。 

 

取取組組のの方方向向性性   

①①  相相談談体体制制のの継継続続・・広広報報  

○ 患者及び家族が望む時間に、望む方法で、多様な悩みを相談することができる環

境を整えるため、都は、休日・夜間に相談支援を実施する病院への補助を継続する

とともに、治療と仕事の両立、生殖機能温存、ＡＹＡ世代のがん患者に特有の課題

等の多様な相談ニーズや、日本語を母国語としない人、LGBTQの患者等、様々な

背景を有する患者及び家族に対応できる体制を維持していきます。加えて、これら

の相談窓口について周知・広報を強化するとともに、各相談窓口の多言語対応状況

についても案内を行います。 

 

②②  オオンンラライインンででのの相相談談環環境境のの整整備備  

○ 都は、オンラインでの相談環境を整え、アクセシビリティの向上を図るため、各

がん相談支援センターにおける設備整備を支援していきます。 

 

 

 

 

 
111 「東京都がん医療施設等調査（令和５年３月）」による。 

表 15 国拠点病院・地域がん診療病院・都拠点病院・小児がん拠点病院 

がん相談支援センター 一覧（令和５年 12 月１日現在）112  

 

■■国国拠拠点点病病院院・・地地域域ががんん診診療療病病院院  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

国立研究開発法人 

国立がん研究センター中央病院 
がん相談支援センター 月～金 8 時 30 分～17 時 15 分 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立駒込病院 

患者・地域サポートセンター 

（がん相談支援センター） 
月～金 9 時～17 時 

公益財団法人がん研究会 

有明病院 
がん相談支援センター 月～金 10 時～16 時 30 分 

東京慈恵会医科大学附属病院 がん相談支援センター 
月～金 10 時～12 時/ 13 時～16 時 

土   9 時～12 時 

国家公務員共済組合連合会 

虎の門病院 

がん相談窓口 

（がん相談支援センター） 
月～金 9 時～16 時 

順天堂大学医学部附属 

順天堂医院 

がん治療センター 

（患者相談室/がん相談支援センター） 

月～金 9 時～16 時 

土   9 時～12 時（第 2 除く） 

東京大学医学部附属病院 がん相談支援センター 月～金 10 時～12 時 / 13 時～16 時 

東京医科歯科大学病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 30 分 

日本医科大学付属病院 患者支援センター 

月～金 9 時～17 時 

土   9 時～16 時 

日   8 時 30 分～17 時（第 2・4） 

聖路加国際病院 

相談・支援センター 

（がん相談支援室/ 

AYAサバイバーシップセンター） 

月～金 9 時～16 時 30 分 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立墨東病院 
がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

ＮＴＴ東日本関東病院 
患者サポートセンター 

・がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

昭和大学病院 総合相談センター（がん相談支援センター） 月～金 9 時～17 時 

東邦大学医療センター 

大森病院 
がん相談支援センター 

月～金 10 時～16 時 

（受付 9 時～16 時 30 分） 

夜間電話がん相談 

水   17 時～21 時 

独立行政法人国立病院機構  

東京医療センター 
相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

 
112 最新の情報は、東京都がんポータルサイトに掲載 

（https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/iryo/iryo_hoken/gan_portal/soudan/center.html） 
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○ また、就労等の多様な相談ニーズに対応するため、各がん相談支援センターでは、

社会保険労務士やハローワーク（公共職業安定所）と連携した相談支援等を実施し

ています。 

 

○ ＡＹＡ世代がん患者がライフイベント等に関係して抱える様々な悩みに対応で

きるよう、都は令和３（2021）年にＡＹＡ世代がん相談情報センターを都内２か

所に開設し、他のがん相談支援センターでは対応が困難な案件への対応や、他のが

ん相談支援センターへの助言等を行っています。 

 

○ 日本語を母国語としない人、ＬＧＢＴＱの患者など、様々な背景を有する患者及

び家族にも適切に対応する必要があります。 

 

○ 相談の手段として、患者にとって利用しやすい方法を尋ねたところ、対面

（74.0%）が最も多い一方、電話（34.5％）、メール（18.2%）、オンライン形式

の面談（12.7％）にも一定のニーズが存在することが分かりました。 

 

○ 第４期基本計画において、オンライン技術を活用した相談支援体制の整備が示

されていますが、拠点病院等（成人・小児）においては必ずしも実施体制が整って

いない状況があり、その背景にはインターネット環境や情報セキュリティ上の課

題が挙げられています111。 

 

取取組組のの方方向向性性   

①①  相相談談体体制制のの継継続続・・広広報報  

○ 患者及び家族が望む時間に、望む方法で、多様な悩みを相談することができる環

境を整えるため、都は、休日・夜間に相談支援を実施する病院への補助を継続する

とともに、治療と仕事の両立、生殖機能温存、ＡＹＡ世代のがん患者に特有の課題

等の多様な相談ニーズや、日本語を母国語としない人、LGBTQの患者等、様々な

背景を有する患者及び家族に対応できる体制を維持していきます。加えて、これら

の相談窓口について周知・広報を強化するとともに、各相談窓口の多言語対応状況

についても案内を行います。 

 

②②  オオンンラライインンででのの相相談談環環境境のの整整備備  

○ 都は、オンラインでの相談環境を整え、アクセシビリティの向上を図るため、各

がん相談支援センターにおける設備整備を支援していきます。 

 

 

 

 

 
111 「東京都がん医療施設等調査（令和５年３月）」による。 

表 15 国拠点病院・地域がん診療病院・都拠点病院・小児がん拠点病院 

がん相談支援センター 一覧（令和５年 12 月１日現在）112  

 

■■国国拠拠点点病病院院・・地地域域ががんん診診療療病病院院  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

国立研究開発法人 

国立がん研究センター中央病院 
がん相談支援センター 月～金 8 時 30 分～17 時 15 分 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立駒込病院 

患者・地域サポートセンター 

（がん相談支援センター） 
月～金 9 時～17 時 

公益財団法人がん研究会 

有明病院 
がん相談支援センター 月～金 10 時～16 時 30 分 

東京慈恵会医科大学附属病院 がん相談支援センター 
月～金 10 時～12 時/ 13 時～16 時 

土   9 時～12 時 

国家公務員共済組合連合会 

虎の門病院 

がん相談窓口 

（がん相談支援センター） 
月～金 9 時～16 時 

順天堂大学医学部附属 

順天堂医院 

がん治療センター 

（患者相談室/がん相談支援センター） 

月～金 9 時～16 時 

土   9 時～12 時（第 2 除く） 

東京大学医学部附属病院 がん相談支援センター 月～金 10 時～12 時 / 13 時～16 時 

東京医科歯科大学病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 30 分 

日本医科大学付属病院 患者支援センター 

月～金 9 時～17 時 

土   9 時～16 時 

日   8 時 30 分～17 時（第 2・4） 

聖路加国際病院 

相談・支援センター 

（がん相談支援室/ 

AYAサバイバーシップセンター） 

月～金 9 時～16 時 30 分 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立墨東病院 
がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

ＮＴＴ東日本関東病院 
患者サポートセンター 

・がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

昭和大学病院 総合相談センター（がん相談支援センター） 月～金 9 時～17 時 

東邦大学医療センター 

大森病院 
がん相談支援センター 

月～金 10 時～16 時 

（受付 9 時～16 時 30 分） 

夜間電話がん相談 

水   17 時～21 時 

独立行政法人国立病院機構  

東京医療センター 
相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

 
112 最新の情報は、東京都がんポータルサイトに掲載 

（https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/iryo/iryo_hoken/gan_portal/soudan/center.html） 

 

○ また、就労等の多様な相談ニーズに対応するため、各がん相談支援センターでは、

社会保険労務士やハローワーク（公共職業安定所）と連携した相談支援等を実施し

ています。 

 

○ ＡＹＡ世代がん患者がライフイベント等に関係して抱える様々な悩みに対応で

きるよう、都は令和３（2021）年にＡＹＡ世代がん相談情報センターを都内２か

所に開設し、他のがん相談支援センターでは対応が困難な案件への対応や、他のが

ん相談支援センターへの助言等を行っています。 

 

○ 日本語を母国語としない人、ＬＧＢＴＱの患者など、様々な背景を有する患者及

び家族にも適切に対応する必要があります。 

 

○ 相談の手段として、患者にとって利用しやすい方法を尋ねたところ、対面

（74.0%）が最も多い一方、電話（34.5％）、メール（18.2%）、オンライン形式

の面談（12.7％）にも一定のニーズが存在することが分かりました。 

 

○ 第４期基本計画において、オンライン技術を活用した相談支援体制の整備が示

されていますが、拠点病院等（成人・小児）においては必ずしも実施体制が整って

いない状況があり、その背景にはインターネット環境や情報セキュリティ上の課

題が挙げられています111。 

 

取取組組のの方方向向性性   

①①  相相談談体体制制のの継継続続・・広広報報  

○ 患者及び家族が望む時間に、望む方法で、多様な悩みを相談することができる環

境を整えるため、都は、休日・夜間に相談支援を実施する病院への補助を継続する

とともに、治療と仕事の両立、生殖機能温存、ＡＹＡ世代のがん患者に特有の課題

等の多様な相談ニーズや、日本語を母国語としない人、LGBTQの患者等、様々な

背景を有する患者及び家族に対応できる体制を維持していきます。加えて、これら

の相談窓口について周知・広報を強化するとともに、各相談窓口の多言語対応状況

についても案内を行います。 

 

②②  オオンンラライインンででのの相相談談環環境境のの整整備備  

○ 都は、オンラインでの相談環境を整え、アクセシビリティの向上を図るため、各

がん相談支援センターにおける設備整備を支援していきます。 

 

 

 

 

 
111 「東京都がん医療施設等調査（令和５年３月）」による。 

表 15 国拠点病院・地域がん診療病院・都拠点病院・小児がん拠点病院 

がん相談支援センター 一覧（令和５年 12 月１日現在）112  

 

■■国国拠拠点点病病院院・・地地域域ががんん診診療療病病院院  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

国立研究開発法人 

国立がん研究センター中央病院 
がん相談支援センター 月～金 8 時 30 分～17 時 15 分 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立駒込病院 

患者・地域サポートセンター 

（がん相談支援センター） 
月～金 9 時～17 時 

公益財団法人がん研究会 

有明病院 
がん相談支援センター 月～金 10 時～16 時 30 分 

東京慈恵会医科大学附属病院 がん相談支援センター 
月～金 10 時～12 時/ 13 時～16 時 

土   9 時～12 時 

国家公務員共済組合連合会 

虎の門病院 

がん相談窓口 

（がん相談支援センター） 
月～金 9 時～16 時 

順天堂大学医学部附属 

順天堂医院 

がん治療センター 

（患者相談室/がん相談支援センター） 

月～金 9 時～16 時 

土   9 時～12 時（第 2 除く） 

東京大学医学部附属病院 がん相談支援センター 月～金 10 時～12 時 / 13 時～16 時 

東京医科歯科大学病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 30 分 

日本医科大学付属病院 患者支援センター 

月～金 9 時～17 時 

土   9 時～16 時 

日   8 時 30 分～17 時（第 2・4） 

聖路加国際病院 

相談・支援センター 

（がん相談支援室/ 

AYAサバイバーシップセンター） 

月～金 9 時～16 時 30 分 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立墨東病院 
がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

ＮＴＴ東日本関東病院 
患者サポートセンター 

・がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

昭和大学病院 総合相談センター（がん相談支援センター） 月～金 9 時～17 時 

東邦大学医療センター 

大森病院 
がん相談支援センター 

月～金 10 時～16 時 

（受付 9 時～16 時 30 分） 

夜間電話がん相談 

水   17 時～21 時 

独立行政法人国立病院機構  

東京医療センター 
相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

 
112 最新の情報は、東京都がんポータルサイトに掲載 

（https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/iryo/iryo_hoken/gan_portal/soudan/center.html） 
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○ また、就労等の多様な相談ニーズに対応するため、各がん相談支援センターでは、

社会保険労務士やハローワーク（公共職業安定所）と連携した相談支援等を実施し

ています。 

 

○ ＡＹＡ世代がん患者がライフイベント等に関係して抱える様々な悩みに対応で

きるよう、都は令和３（2021）年にＡＹＡ世代がん相談情報センターを都内２か

所に開設し、他のがん相談支援センターでは対応が困難な案件への対応や、他のが

ん相談支援センターへの助言等を行っています。 

 

○ 日本語を母国語としない人、ＬＧＢＴＱの患者など、様々な背景を有する患者及

び家族にも適切に対応する必要があります。 

 

○ 相談の手段として、患者にとって利用しやすい方法を尋ねたところ、対面

（74.0%）が最も多い一方、電話（34.5％）、メール（18.2%）、オンライン形式

の面談（12.7％）にも一定のニーズが存在することが分かりました。 

 

○ 第４期基本計画において、オンライン技術を活用した相談支援体制の整備が示

されていますが、拠点病院等（成人・小児）においては必ずしも実施体制が整って

いない状況があり、その背景にはインターネット環境や情報セキュリティ上の課

題が挙げられています111。 

 

取取組組のの方方向向性性   

①①  相相談談体体制制のの継継続続・・広広報報  

○ 患者及び家族が望む時間に、望む方法で、多様な悩みを相談することができる環

境を整えるため、都は、休日・夜間に相談支援を実施する病院への補助を継続する

とともに、治療と仕事の両立、生殖機能温存、ＡＹＡ世代のがん患者に特有の課題

等の多様な相談ニーズや、日本語を母国語としない人、LGBTQの患者等、様々な

背景を有する患者及び家族に対応できる体制を維持していきます。加えて、これら

の相談窓口について周知・広報を強化するとともに、各相談窓口の多言語対応状況

についても案内を行います。 

 

②②  オオンンラライインンででのの相相談談環環境境のの整整備備  

○ 都は、オンラインでの相談環境を整え、アクセシビリティの向上を図るため、各

がん相談支援センターにおける設備整備を支援していきます。 

 

 

 

 

 
111 「東京都がん医療施設等調査（令和５年３月）」による。 

表 15 国拠点病院・地域がん診療病院・都拠点病院・小児がん拠点病院 

がん相談支援センター 一覧（令和５年 12 月１日現在）112  

 

■■国国拠拠点点病病院院・・地地域域ががんん診診療療病病院院  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

国立研究開発法人 

国立がん研究センター中央病院 
がん相談支援センター 月～金 8 時 30 分～17 時 15 分 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立駒込病院 

患者・地域サポートセンター 

（がん相談支援センター） 
月～金 9 時～17 時 

公益財団法人がん研究会 

有明病院 
がん相談支援センター 月～金 10 時～16 時 30 分 

東京慈恵会医科大学附属病院 がん相談支援センター 
月～金 10 時～12 時/ 13 時～16 時 

土   9 時～12 時 

国家公務員共済組合連合会 

虎の門病院 

がん相談窓口 

（がん相談支援センター） 
月～金 9 時～16 時 

順天堂大学医学部附属 

順天堂医院 

がん治療センター 

（患者相談室/がん相談支援センター） 

月～金 9 時～16 時 

土   9 時～12 時（第 2 除く） 

東京大学医学部附属病院 がん相談支援センター 月～金 10 時～12 時 / 13 時～16 時 

東京医科歯科大学病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 30 分 

日本医科大学付属病院 患者支援センター 

月～金 9 時～17 時 

土   9 時～16 時 

日   8 時 30 分～17 時（第 2・4） 

聖路加国際病院 

相談・支援センター 

（がん相談支援室/ 

AYAサバイバーシップセンター） 

月～金 9 時～16 時 30 分 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立墨東病院 
がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

ＮＴＴ東日本関東病院 
患者サポートセンター 

・がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

昭和大学病院 総合相談センター（がん相談支援センター） 月～金 9 時～17 時 

東邦大学医療センター 

大森病院 
がん相談支援センター 

月～金 10 時～16 時 

（受付 9 時～16 時 30 分） 

夜間電話がん相談 

水   17 時～21 時 

独立行政法人国立病院機構  

東京医療センター 
相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

 
112 最新の情報は、東京都がんポータルサイトに掲載 

（https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/iryo/iryo_hoken/gan_portal/soudan/center.html） 
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○ また、就労等の多様な相談ニーズに対応するため、各がん相談支援センターでは、

社会保険労務士やハローワーク（公共職業安定所）と連携した相談支援等を実施し

ています。 

 

○ ＡＹＡ世代がん患者がライフイベント等に関係して抱える様々な悩みに対応で

きるよう、都は令和３（2021）年にＡＹＡ世代がん相談情報センターを都内２か

所に開設し、他のがん相談支援センターでは対応が困難な案件への対応や、他のが

ん相談支援センターへの助言等を行っています。 

 

○ 日本語を母国語としない人、ＬＧＢＴＱの患者など、様々な背景を有する患者及

び家族にも適切に対応する必要があります。 

 

○ 相談の手段として、患者にとって利用しやすい方法を尋ねたところ、対面

（74.0%）が最も多い一方、電話（34.5％）、メール（18.2%）、オンライン形式

の面談（12.7％）にも一定のニーズが存在することが分かりました。 

 

○ 第４期基本計画において、オンライン技術を活用した相談支援体制の整備が示

されていますが、拠点病院等（成人・小児）においては必ずしも実施体制が整って

いない状況があり、その背景にはインターネット環境や情報セキュリティ上の課

題が挙げられています111。 

 

取取組組のの方方向向性性  

①①  相相談談体体制制のの継継続続・・広広報報  

○ 患者及び家族が望む時間に、望む方法で、多様な悩みを相談することができる環

境を整えるため、都は、休日・夜間に相談支援を実施する病院への補助を継続する

とともに、治療と仕事の両立、生殖機能温存、ＡＹＡ世代のがん患者に特有の課題

等の多様な相談ニーズや、日本語を母国語としない人、ＬＧＢＴＱの患者等、様々

な背景を有する患者及び家族に対応できる体制を維持していきます。加えて、これ

らの相談窓口について周知・広報を強化するとともに、各相談窓口の多言語対応状

況についても案内を行います。 

 

②②  オオンンラライインンででのの相相談談環環境境のの整整備備  

○ 都は、オンラインでの相談環境を整え、アクセシビリティの向上を図るため、各

がん相談支援センターにおける設備整備を支援していきます。 

 

 

 

 

 
111 「東京都がん医療施設等調査（令和５年３月）」による。 

 

○ また、就労等の多様な相談ニーズに対応するため、各がん相談支援センターでは、

社会保険労務士やハローワーク（公共職業安定所）と連携した相談支援等を実施し

ています。 

 

○ ＡＹＡ世代がん患者がライフイベント等に関係して抱える様々な悩みに対応で

きるよう、都は令和３（2021）年にＡＹＡ世代がん相談情報センターを都内２か

所に開設し、他のがん相談支援センターでは対応が困難な案件への対応や、他のが

ん相談支援センターへの助言等を行っています。 

 

○ 日本語を母国語としない人、ＬＧＢＴＱの患者など、様々な背景を有する患者及

び家族にも適切に対応する必要があります。 

 

○ 相談の手段として、患者にとって利用しやすい方法を尋ねたところ、対面

（74.0%）が最も多い一方、電話（34.5％）、メール（18.2%）、オンライン形式

の面談（12.7％）にも一定のニーズが存在することが分かりました。 

 

○ 第４期基本計画において、オンライン技術を活用した相談支援体制の整備が示

されていますが、拠点病院等（成人・小児）においては必ずしも実施体制が整って

いない状況があり、その背景にはインターネット環境や情報セキュリティ上の課

題が挙げられています111。 

 

取取組組のの方方向向性性   

①①  相相談談体体制制のの継継続続・・広広報報  

○ 患者及び家族が望む時間に、望む方法で、多様な悩みを相談することができる環

境を整えるため、都は、休日・夜間に相談支援を実施する病院への補助を継続する

とともに、治療と仕事の両立、生殖機能温存、ＡＹＡ世代のがん患者に特有の課題

等の多様な相談ニーズや、日本語を母国語としない人、LGBTQの患者等、様々な

背景を有する患者及び家族に対応できる体制を維持していきます。加えて、これら
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111 「東京都がん医療施設等調査（令和５年３月）」による。 

表 15 国拠点病院・地域がん診療病院・都拠点病院・小児がん拠点病院 

がん相談支援センター 一覧（令和５年 12 月１日現在）112  

 

■■国国拠拠点点病病院院・・地地域域ががんん診診療療病病院院  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

国立研究開発法人 

国立がん研究センター中央病院 
がん相談支援センター 月～金 8 時 30 分～17 時 15 分 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立駒込病院 

患者・地域サポートセンター 

（がん相談支援センター） 
月～金 9 時～17 時 

公益財団法人がん研究会 

有明病院 
がん相談支援センター 月～金 10 時～16 時 30 分 

東京慈恵会医科大学附属病院 がん相談支援センター 
月～金 10 時～12 時/ 13 時～16 時 

土   9 時～12 時 

国家公務員共済組合連合会 

虎の門病院 

がん相談窓口 

（がん相談支援センター） 
月～金 9 時～16 時 

順天堂大学医学部附属 

順天堂医院 

がん治療センター 

（患者相談室/がん相談支援センター） 

月～金 9 時～16 時 

土   9 時～12 時（第 2 除く） 

東京大学医学部附属病院 がん相談支援センター 月～金 10 時～12 時 / 13 時～16 時 

東京医科歯科大学病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 30 分 

日本医科大学付属病院 患者支援センター 

月～金 9 時～17 時 

土   9 時～16 時 

日   8 時 30 分～17 時（第 2・4） 

聖路加国際病院 

相談・支援センター 

（がん相談支援室/ 

AYAサバイバーシップセンター） 

月～金 9 時～16 時 30 分 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立墨東病院 
がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

ＮＴＴ東日本関東病院 
患者サポートセンター 

・がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

昭和大学病院 総合相談センター（がん相談支援センター） 月～金 9 時～17 時 

東邦大学医療センター 

大森病院 
がん相談支援センター 

月～金 10 時～16 時 

（受付 9 時～16 時 30 分） 

夜間電話がん相談 

水   17 時～21 時 

独立行政法人国立病院機構  

東京医療センター 
相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

 
112 最新の情報は、東京都がんポータルサイトに掲載 

（https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/iryo/iryo_hoken/gan_portal/soudan/center.html） 
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○ また、就労等の多様な相談ニーズに対応するため、各がん相談支援センターでは、
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ています。 
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きるよう、都は令和３（2021）年にＡＹＡ世代がん相談情報センターを都内２か

所に開設し、他のがん相談支援センターでは対応が困難な案件への対応や、他のが

ん相談支援センターへの助言等を行っています。 

 

○ 日本語を母国語としない人、ＬＧＢＴＱの患者など、様々な背景を有する患者及

び家族にも適切に対応する必要があります。 

 

○ 相談の手段として、患者にとって利用しやすい方法を尋ねたところ、対面

（74.0%）が最も多い一方、電話（34.5％）、メール（18.2%）、オンライン形式

の面談（12.7％）にも一定のニーズが存在することが分かりました。 

 

○ 第４期基本計画において、オンライン技術を活用した相談支援体制の整備が示

されていますが、拠点病院等（成人・小児）においては必ずしも実施体制が整って

いない状況があり、その背景にはインターネット環境や情報セキュリティ上の課

題が挙げられています111。 

 

取取組組のの方方向向性性   

①①  相相談談体体制制のの継継続続・・広広報報  

○ 患者及び家族が望む時間に、望む方法で、多様な悩みを相談することができる環

境を整えるため、都は、休日・夜間に相談支援を実施する病院への補助を継続する

とともに、治療と仕事の両立、生殖機能温存、ＡＹＡ世代のがん患者に特有の課題

等の多様な相談ニーズや、日本語を母国語としない人、LGBTQの患者等、様々な

背景を有する患者及び家族に対応できる体制を維持していきます。加えて、これら

の相談窓口について周知・広報を強化するとともに、各相談窓口の多言語対応状況

についても案内を行います。 

 

②②  オオンンラライインンででのの相相談談環環境境のの整整備備  

○ 都は、オンラインでの相談環境を整え、アクセシビリティの向上を図るため、各
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日   8 時 30 分～17 時（第 2・4） 

聖路加国際病院 

相談・支援センター 

（がん相談支援室/ 

AYAサバイバーシップセンター） 

月～金 9 時～16 時 30 分 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立墨東病院 
がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

ＮＴＴ東日本関東病院 
患者サポートセンター 

・がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

昭和大学病院 総合相談センター（がん相談支援センター） 月～金 9 時～17 時 

東邦大学医療センター 

大森病院 
がん相談支援センター 

月～金 10 時～16 時 

（受付 9 時～16 時 30 分） 

夜間電話がん相談 

水   17 時～21 時 

独立行政法人国立病院機構  

東京医療センター 
相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

 
112 最新の情報は、東京都がんポータルサイトに掲載 

（https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/iryo/iryo_hoken/gan_portal/soudan/center.html） 
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○ また、就労等の多様な相談ニーズに対応するため、各がん相談支援センターでは、

社会保険労務士やハローワーク（公共職業安定所）と連携した相談支援等を実施し

ています。 

 

○ ＡＹＡ世代がん患者がライフイベント等に関係して抱える様々な悩みに対応で

きるよう、都は令和３（2021）年にＡＹＡ世代がん相談情報センターを都内２か

所に開設し、他のがん相談支援センターでは対応が困難な案件への対応や、他のが

ん相談支援センターへの助言等を行っています。 

 

○ 日本語を母国語としない人、ＬＧＢＴＱの患者など、様々な背景を有する患者及

び家族にも適切に対応する必要があります。 

 

○ 相談の手段として、患者にとって利用しやすい方法を尋ねたところ、対面

（74.0%）が最も多い一方、電話（34.5％）、メール（18.2%）、オンライン形式

の面談（12.7％）にも一定のニーズが存在することが分かりました。 

 

○ 第４期基本計画において、オンライン技術を活用した相談支援体制の整備が示

されていますが、拠点病院等（成人・小児）においては必ずしも実施体制が整って

いない状況があり、その背景にはインターネット環境や情報セキュリティ上の課

題が挙げられています111。 

 

取取組組のの方方向向性性   

①①  相相談談体体制制のの継継続続・・広広報報  

○ 患者及び家族が望む時間に、望む方法で、多様な悩みを相談することができる環

境を整えるため、都は、休日・夜間に相談支援を実施する病院への補助を継続する

とともに、治療と仕事の両立、生殖機能温存、ＡＹＡ世代のがん患者に特有の課題

等の多様な相談ニーズや、日本語を母国語としない人、LGBTQの患者等、様々な

背景を有する患者及び家族に対応できる体制を維持していきます。加えて、これら

の相談窓口について周知・広報を強化するとともに、各相談窓口の多言語対応状況

についても案内を行います。 

 

②②  オオンンラライインンででのの相相談談環環境境のの整整備備  

○ 都は、オンラインでの相談環境を整え、アクセシビリティの向上を図るため、各

がん相談支援センターにおける設備整備を支援していきます。 

 

 

 

 

 
111 「東京都がん医療施設等調査（令和５年３月）」による。 

表 15 国拠点病院・地域がん診療病院・都拠点病院・小児がん拠点病院 

がん相談支援センター 一覧（令和５年 12 月１日現在）112  

 

■■国国拠拠点点病病院院・・地地域域ががんん診診療療病病院院  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

国立研究開発法人 

国立がん研究センター中央病院 
がん相談支援センター 月～金 8 時 30 分～17 時 15 分 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立駒込病院 

患者・地域サポートセンター 

（がん相談支援センター） 
月～金 9 時～17 時 

公益財団法人がん研究会 

有明病院 
がん相談支援センター 月～金 10 時～16 時 30 分 

東京慈恵会医科大学附属病院 がん相談支援センター 
月～金 10 時～12 時/ 13 時～16 時 

土   9 時～12 時 

国家公務員共済組合連合会 

虎の門病院 

がん相談窓口 

（がん相談支援センター） 
月～金 9 時～16 時 

順天堂大学医学部附属 

順天堂医院 

がん治療センター 

（患者相談室/がん相談支援センター） 

月～金 9 時～16 時 

土   9 時～12 時（第 2 除く） 

東京大学医学部附属病院 がん相談支援センター 月～金 10 時～12 時 / 13 時～16 時 

東京医科歯科大学病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 30 分 

日本医科大学付属病院 患者支援センター 

月～金 9 時～17 時 

土   9 時～16 時 

日   8 時 30 分～17 時（第 2・4） 

聖路加国際病院 

相談・支援センター 

（がん相談支援室/ 

AYAサバイバーシップセンター） 

月～金 9 時～16 時 30 分 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立墨東病院 
がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

ＮＴＴ東日本関東病院 
患者サポートセンター 

・がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

昭和大学病院 総合相談センター（がん相談支援センター） 月～金 9 時～17 時 

東邦大学医療センター 

大森病院 
がん相談支援センター 

月～金 10 時～16 時 

（受付 9 時～16 時 30 分） 

夜間電話がん相談 

水   17 時～21 時 

独立行政法人国立病院機構  

東京医療センター 
相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

 
112 最新の情報は、東京都がんポータルサイトに掲載 

（https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/iryo/iryo_hoken/gan_portal/soudan/center.html） 
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医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

日本赤十字社医療センター 
がん相談支援センター 

（患者支援センター内） 
月～金 9 時～16 時 30 分 

慶應義塾大学病院 がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

（受付 9 時～16 時） 

国立研究開発法人 

国立国際医療研究センター病院 

がん相談支援センター 

（総合医療相談カウンター内） 
月～金 8 時 30 分～16 時 30 分 

東京医科大学病院 総合相談・支援センター（がん相談窓口） 月～金 9 時～16 時 

帝京大学医学部附属病院 
がん相談支援室 

（がん相談支援センター） 

月～金 9 時～16 時 

夜間がん電話相談窓口 

月・金 17 時～21 時 

日本大学医学部附属板橋病院 がん相談支援センター 月～金 8 時 30 分～16 時 30 分 

市立青梅総合医療センター がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

東京医科大学 

八王子医療センター 

総合相談・支援センター 

がん相談支援室 
月～金 9 時～16 時 

東海大学医学部付属 

八王子病院 

患者支援センター 

（がん相談支援センター） 

月～金 10 時～16 時 

土   10 時～14 時（第２・４・５） 

独立行政法人国立病院機構 

災害医療センター 
がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

武蔵野赤十字病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

杏林大学医学部付属病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立多摩総合医療センター 
がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

公立昭和病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京女子医科大学附属 

足立医療センター 

がん患者相談室 

（がん相談支援センター） 

月～金 9 時 30 分～16 時 

土   9 時 30 分～11 時（第 3 除く） 

  

  

■■都都拠拠点点病病院院  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

社会福祉法人三井記念病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京逓信病院 がん相談支援センター 
月～金  9 時～12 時 

    13 時～16 時 30 分 

国際医療福祉大学三田病院 
医療相談・緩和ケアセンター 

がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

東京都済生会中央病院 
がん診療統括センター 

がん医療相談室 

月～金 9 時～16 時 30 分 

土   9 時～12 時 

（第 2・4・5 除く） 

公立学校共済組合関東中央病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

順天堂大学医学部附属 

練馬病院 
がん治療連携室・患者相談室 

月～金 9 時～16 時 

（受付 9 時～15 時） 

日本医科大学多摩永山病院 相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

土   9 時～16 時 

国家公務員共済組合連合会 

立川病院 
がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京慈恵会医科大学附属第三病院 がん相談支援センター 月～土 9 時～16 時 

  

  

■■協協力力病病院院（（ががんん相相談談支支援援セセンンタターーをを有有すするる病病院院ののみみ掲掲載載））  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

社会福祉法人仁生社江戸川病院 がん相談支援室 
月～金 ８時 40 分～17 時 

土   ８時 40 分～12 時 

日本私立学校振興・共済事業団 

東京臨海病院 
がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

独立行政法人労働者健康安全機構 

東京労災病院 
がん相談支援センター 月～金 ８時 15 分～17 時 

東邦大学医療センター大橋病院 がん相談支援センター 月～金 10 時～16 時 

独立行政法人 

地域医療機能推進機構 

東京新宿メディカルセンター 

がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

東京都健康長寿医療センター がん相談支援センター 月～金 ９時～17 時 

東京西徳洲会病院 がん相談支援センター 
月～金 ９時～17 時 

土   ９時～12 時 

社会医療法人財団大和会 

東大和病院 
がん相談支援センター 月～土 ９時～17 時 

公益財団法人結核予防会 

複十字病院 
がん相談支援センター 

月～金 ８時 30 分～17 時 

(外来診療のある平日) 

土   ８時 30 分～12 時 

(外来診療のある土曜日) 

独立行政法人国立病院機構 

東京病院 
がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

日本赤十字社医療センター 
がん相談支援センター 

（患者支援センター内） 
月～金 9 時～16 時 30 分 

慶應義塾大学病院 がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

（受付 9 時～16 時） 

国立研究開発法人 

国立国際医療研究センター病院 

がん相談支援センター 

（総合医療相談カウンター内） 
月～金 8 時 30 分～16 時 30 分 

東京医科大学病院 総合相談・支援センター（がん相談窓口） 月～金 9 時～16 時 

帝京大学医学部附属病院 
がん相談支援室 

（がん相談支援センター） 

月～金 9 時～16 時 

夜間がん電話相談窓口 

月・金 17 時～21 時 

日本大学医学部附属板橋病院 がん相談支援センター 月～金 8 時 30 分～16 時 30 分 

市立青梅総合医療センター がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

東京医科大学 

八王子医療センター 

総合相談・支援センター 

がん相談支援室 
月～金 9 時～16 時 

東海大学医学部付属 

八王子病院 

患者支援センター 

（がん相談支援センター） 

月～金 10 時～16 時 

土   10 時～14 時（第２・４・５） 

独立行政法人国立病院機構 

災害医療センター 
がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

武蔵野赤十字病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

杏林大学医学部付属病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立多摩総合医療センター 
がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

公立昭和病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京女子医科大学附属 

足立医療センター 

がん患者相談室 

（がん相談支援センター） 

月～金 9 時 30 分～16 時 

土   9 時 30 分～11 時（第 3 除く） 

  

  

■■都都拠拠点点病病院院  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

社会福祉法人三井記念病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京逓信病院 がん相談支援センター 
月～金  9 時～12 時 

    13 時～16 時 30 分 

国際医療福祉大学三田病院 
医療相談・緩和ケアセンター 

がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

東京都済生会中央病院 
がん診療統括センター 

がん医療相談室 

月～金 9 時～16 時 30 分 

土   9 時～12 時 

（第 2・4・5 除く） 

公立学校共済組合関東中央病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

順天堂大学医学部附属 

練馬病院 
がん治療連携室・患者相談室 

月～金 9 時～16 時 

（受付 9 時～15 時） 

日本医科大学多摩永山病院 相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

土   9 時～16 時 

国家公務員共済組合連合会 

立川病院 
がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京慈恵会医科大学附属第三病院 がん相談支援センター 月～土 9 時～16 時 

  

  

■■協協力力病病院院（（ががんん相相談談支支援援セセンンタターーをを有有すするる病病院院ののみみ掲掲載載））  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

社会福祉法人仁生社江戸川病院 がん相談支援室 
月～金 ８時 40 分～17 時 

土   ８時 40 分～12 時 

日本私立学校振興・共済事業団 

東京臨海病院 
がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

独立行政法人労働者健康安全機構 

東京労災病院 
がん相談支援センター 月～金 ８時 15 分～17 時 

東邦大学医療センター大橋病院 がん相談支援センター 月～金 10 時～16 時 

独立行政法人 

地域医療機能推進機構 

東京新宿メディカルセンター 

がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

東京都健康長寿医療センター がん相談支援センター 月～金 ９時～17 時 

東京西徳洲会病院 がん相談支援センター 
月～金 ９時～17 時 

土   ９時～12 時 

社会医療法人財団大和会 

東大和病院 
がん相談支援センター 月～土 ９時～17 時 

公益財団法人結核予防会 

複十字病院 
がん相談支援センター 

月～金 ８時 30 分～17 時 

(外来診療のある平日) 

土   ８時 30 分～12 時 

(外来診療のある土曜日) 

独立行政法人国立病院機構 

東京病院 
がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

日本赤十字社医療センター 
がん相談支援センター 

（患者支援センター内） 
月～金 9 時～16 時 30 分 

慶應義塾大学病院 がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

（受付 9 時～16 時） 

国立研究開発法人 

国立国際医療研究センター病院 

がん相談支援センター 

（総合医療相談カウンター内） 
月～金 8 時 30 分～16 時 30 分 

東京医科大学病院 総合相談・支援センター（がん相談窓口） 月～金 9 時～16 時 

帝京大学医学部附属病院 
がん相談支援室 

（がん相談支援センター） 

月～金 9 時～16 時 

夜間がん電話相談窓口 

月・金 17 時～21 時 

日本大学医学部附属板橋病院 がん相談支援センター 月～金 8 時 30 分～16 時 30 分 

市立青梅総合医療センター がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

東京医科大学 

八王子医療センター 

総合相談・支援センター 

がん相談支援室 
月～金 9 時～16 時 

東海大学医学部付属 

八王子病院 

患者支援センター 

（がん相談支援センター） 

月～金 10 時～16 時 

土   10 時～14 時（第２・４・５） 

独立行政法人国立病院機構 

災害医療センター 
がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

武蔵野赤十字病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

杏林大学医学部付属病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立多摩総合医療センター 
がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

公立昭和病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京女子医科大学附属 

足立医療センター 

がん患者相談室 

（がん相談支援センター） 

月～金 9 時 30 分～16 時 

土   9 時 30 分～11 時（第 3 除く） 

  

  

■■都都拠拠点点病病院院  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

社会福祉法人三井記念病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京逓信病院 がん相談支援センター 
月～金  9 時～12 時 

    13 時～16 時 30 分 

国際医療福祉大学三田病院 
医療相談・緩和ケアセンター 

がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

東京都済生会中央病院 
がん診療統括センター 

がん医療相談室 

月～金 9 時～16 時 30 分 

土   9 時～12 時 

（第 2・4・5 除く） 

公立学校共済組合関東中央病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

順天堂大学医学部附属 

練馬病院 
がん治療連携室・患者相談室 

月～金 9 時～16 時 

（受付 9 時～15 時） 

日本医科大学多摩永山病院 相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

土   9 時～16 時 

国家公務員共済組合連合会 

立川病院 
がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京慈恵会医科大学附属第三病院 がん相談支援センター 月～土 9 時～16 時 

  

  

■■協協力力病病院院（（ががんん相相談談支支援援セセンンタターーをを有有すするる病病院院ののみみ掲掲載載））  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

社会福祉法人仁生社江戸川病院 がん相談支援室 
月～金 ８時 40 分～17 時 

土   ８時 40 分～12 時 

日本私立学校振興・共済事業団 

東京臨海病院 
がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

独立行政法人労働者健康安全機構 

東京労災病院 
がん相談支援センター 月～金 ８時 15 分～17 時 

東邦大学医療センター大橋病院 がん相談支援センター 月～金 10 時～16 時 

独立行政法人 

地域医療機能推進機構 

東京新宿メディカルセンター 

がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

東京都健康長寿医療センター がん相談支援センター 月～金 ９時～17 時 

東京西徳洲会病院 がん相談支援センター 
月～金 ９時～17 時 

土   ９時～12 時 

社会医療法人財団大和会 

東大和病院 
がん相談支援センター 月～土 ９時～17 時 

公益財団法人結核予防会 

複十字病院 
がん相談支援センター 

月～金 ８時 30 分～17 時 

(外来診療のある平日) 

土   ８時 30 分～12 時 

(外来診療のある土曜日) 

独立行政法人国立病院機構 

東京病院 
がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

日本赤十字社医療センター 
がん相談支援センター 

（患者支援センター内） 
月～金 9 時～16 時 30 分 

慶應義塾大学病院 がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

（受付 9 時～16 時） 

国立研究開発法人 

国立国際医療研究センター病院 

がん相談支援センター 

（総合医療相談カウンター内） 
月～金 8 時 30 分～16 時 30 分 

東京医科大学病院 総合相談・支援センター（がん相談窓口） 月～金 9 時～16 時 

帝京大学医学部附属病院 
がん相談支援室 

（がん相談支援センター） 

月～金 9 時～16 時 

夜間がん電話相談窓口 

月・金 17 時～21 時 

日本大学医学部附属板橋病院 がん相談支援センター 月～金 8 時 30 分～16 時 30 分 

市立青梅総合医療センター がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

東京医科大学 

八王子医療センター 

総合相談・支援センター 

がん相談支援室 
月～金 9 時～16 時 

東海大学医学部付属 

八王子病院 

患者支援センター 

（がん相談支援センター） 

月～金 10 時～16 時 

土   10 時～14 時（第２・４・５） 

独立行政法人国立病院機構 

災害医療センター 
がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

武蔵野赤十字病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

杏林大学医学部付属病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立多摩総合医療センター 
がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

公立昭和病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京女子医科大学附属 

足立医療センター 

がん患者相談室 

（がん相談支援センター） 

月～金 9 時 30 分～16 時 

土   9 時 30 分～11 時（第 3 除く） 

  

  

■■都都拠拠点点病病院院  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

社会福祉法人三井記念病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京逓信病院 がん相談支援センター 
月～金  9 時～12 時 

    13 時～16 時 30 分 

国際医療福祉大学三田病院 
医療相談・緩和ケアセンター 

がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

東京都済生会中央病院 
がん診療統括センター 

がん医療相談室 

月～金 9 時～16 時 30 分 

土   9 時～12 時 

（第 2・4・5 除く） 

公立学校共済組合関東中央病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

順天堂大学医学部附属 

練馬病院 
がん治療連携室・患者相談室 

月～金 9 時～16 時 

（受付 9 時～15 時） 

日本医科大学多摩永山病院 相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

土   9 時～16 時 

国家公務員共済組合連合会 

立川病院 
がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京慈恵会医科大学附属第三病院 がん相談支援センター 月～土 9 時～16 時 

  

  

■■協協力力病病院院（（ががんん相相談談支支援援セセンンタターーをを有有すするる病病院院ののみみ掲掲載載））  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

社会福祉法人仁生社江戸川病院 がん相談支援室 
月～金 ８時 40 分～17 時 

土   ８時 40 分～12 時 

日本私立学校振興・共済事業団 

東京臨海病院 
がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

独立行政法人労働者健康安全機構 

東京労災病院 
がん相談支援センター 月～金 ８時 15 分～17 時 

東邦大学医療センター大橋病院 がん相談支援センター 月～金 10 時～16 時 

独立行政法人 

地域医療機能推進機構 

東京新宿メディカルセンター 

がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

東京都健康長寿医療センター がん相談支援センター 月～金 ９時～17 時 

東京西徳洲会病院 がん相談支援センター 
月～金 ９時～17 時 

土   ９時～12 時 

社会医療法人財団大和会 

東大和病院 
がん相談支援センター 月～土 ９時～17 時 

公益財団法人結核予防会 

複十字病院 
がん相談支援センター 

月～金 ８時 30 分～17 時 

(外来診療のある平日) 

土   ８時 30 分～12 時 

(外来診療のある土曜日) 

独立行政法人国立病院機構 

東京病院 
がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 
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医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

日本赤十字社医療センター 
がん相談支援センター 

（患者支援センター内） 
月～金 9 時～16 時 30 分 

慶應義塾大学病院 がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

（受付 9 時～16 時） 

国立研究開発法人 

国立国際医療研究センター病院 

がん相談支援センター 

（総合医療相談カウンター内） 
月～金 8 時 30 分～16 時 30 分 

東京医科大学病院 総合相談・支援センター（がん相談窓口） 月～金 9 時～16 時 

帝京大学医学部附属病院 
がん相談支援室 

（がん相談支援センター） 

月～金 9 時～16 時 

夜間がん電話相談窓口 

月・金 17 時～21 時 

日本大学医学部附属板橋病院 がん相談支援センター 月～金 8 時 30 分～16 時 30 分 

市立青梅総合医療センター がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

東京医科大学 

八王子医療センター 

総合相談・支援センター 

がん相談支援室 
月～金 9 時～16 時 

東海大学医学部付属 

八王子病院 

患者支援センター 

（がん相談支援センター） 

月～金 10 時～16 時 

土   10 時～14 時（第２・４・５） 

独立行政法人国立病院機構 

災害医療センター 
がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

武蔵野赤十字病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

杏林大学医学部付属病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立多摩総合医療センター 
がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

公立昭和病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京女子医科大学附属 

足立医療センター 

がん患者相談室 

（がん相談支援センター） 

月～金 9 時 30 分～16 時 

土   9 時 30 分～11 時（第 3 除く） 

  

  

■■都都拠拠点点病病院院  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

社会福祉法人三井記念病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京逓信病院 がん相談支援センター 
月～金  9 時～12 時 

    13 時～16 時 30 分 

国際医療福祉大学三田病院 
医療相談・緩和ケアセンター 

がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

東京都済生会中央病院 
がん診療統括センター 

がん医療相談室 

月～金 9 時～16 時 30 分 

土   9 時～12 時 

（第 2・4・5 除く） 

公立学校共済組合関東中央病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

順天堂大学医学部附属 

練馬病院 
がん治療連携室・患者相談室 

月～金 9 時～16 時 

（受付 9 時～15 時） 

日本医科大学多摩永山病院 相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

土   9 時～16 時 

国家公務員共済組合連合会 

立川病院 
がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京慈恵会医科大学附属第三病院 がん相談支援センター 月～土 9 時～16 時 

  

  

■■協協力力病病院院（（ががんん相相談談支支援援セセンンタターーをを有有すするる病病院院ののみみ掲掲載載））  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

社会福祉法人仁生社江戸川病院 がん相談支援室 
月～金 ８時 40 分～17 時 

土   ８時 40 分～12 時 

日本私立学校振興・共済事業団 

東京臨海病院 
がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

独立行政法人労働者健康安全機構 

東京労災病院 
がん相談支援センター 月～金 ８時 15 分～17 時 

東邦大学医療センター大橋病院 がん相談支援センター 月～金 10 時～16 時 

独立行政法人 

地域医療機能推進機構 

東京新宿メディカルセンター 

がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

東京都健康長寿医療センター がん相談支援センター 月～金 ９時～17 時 

東京西徳洲会病院 がん相談支援センター 
月～金 ９時～17 時 

土   ９時～12 時 

社会医療法人財団大和会 

東大和病院 
がん相談支援センター 月～土 ９時～17 時 

公益財団法人結核予防会 

複十字病院 
がん相談支援センター 

月～金 ８時 30 分～17 時 

(外来診療のある平日) 

土   ８時 30 分～12 時 

(外来診療のある土曜日) 

独立行政法人国立病院機構 

東京病院 
がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

日本赤十字社医療センター 
がん相談支援センター 

（患者支援センター内） 
月～金 9 時～16 時 30 分 

慶應義塾大学病院 がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

（受付 9 時～16 時） 

国立研究開発法人 

国立国際医療研究センター病院 

がん相談支援センター 

（総合医療相談カウンター内） 
月～金 8 時 30 分～16 時 30 分 

東京医科大学病院 総合相談・支援センター（がん相談窓口） 月～金 9 時～16 時 

帝京大学医学部附属病院 
がん相談支援室 

（がん相談支援センター） 

月～金 9 時～16 時 

夜間がん電話相談窓口 

月・金 17 時～21 時 

日本大学医学部附属板橋病院 がん相談支援センター 月～金 8 時 30 分～16 時 30 分 

市立青梅総合医療センター がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

東京医科大学 

八王子医療センター 

総合相談・支援センター 

がん相談支援室 
月～金 9 時～16 時 

東海大学医学部付属 

八王子病院 

患者支援センター 

（がん相談支援センター） 

月～金 10 時～16 時 

土   10 時～14 時（第２・４・５） 

独立行政法人国立病院機構 

災害医療センター 
がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

武蔵野赤十字病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

杏林大学医学部付属病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立多摩総合医療センター 
がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

公立昭和病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京女子医科大学附属 

足立医療センター 

がん患者相談室 

（がん相談支援センター） 

月～金 9 時 30 分～16 時 

土   9 時 30 分～11 時（第 3 除く） 

  

  

■■都都拠拠点点病病院院  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

社会福祉法人三井記念病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京逓信病院 がん相談支援センター 
月～金  9 時～12 時 

    13 時～16 時 30 分 

国際医療福祉大学三田病院 
医療相談・緩和ケアセンター 

がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

東京都済生会中央病院 
がん診療統括センター 

がん医療相談室 

月～金 9 時～16 時 30 分 

土   9 時～12 時 

（第 2・4・5 除く） 

公立学校共済組合関東中央病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

順天堂大学医学部附属 

練馬病院 
がん治療連携室・患者相談室 

月～金 9 時～16 時 

（受付 9 時～15 時） 

日本医科大学多摩永山病院 相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

土   9 時～16 時 

国家公務員共済組合連合会 

立川病院 
がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京慈恵会医科大学附属第三病院 がん相談支援センター 月～土 9 時～16 時 

  

  

■■協協力力病病院院（（ががんん相相談談支支援援セセンンタターーをを有有すするる病病院院ののみみ掲掲載載））  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

社会福祉法人仁生社江戸川病院 がん相談支援室 
月～金 ８時 40 分～17 時 

土   ８時 40 分～12 時 

日本私立学校振興・共済事業団 

東京臨海病院 
がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

独立行政法人労働者健康安全機構 

東京労災病院 
がん相談支援センター 月～金 ８時 15 分～17 時 

東邦大学医療センター大橋病院 がん相談支援センター 月～金 10 時～16 時 

独立行政法人 

地域医療機能推進機構 

東京新宿メディカルセンター 

がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

東京都健康長寿医療センター がん相談支援センター 月～金 ９時～17 時 

東京西徳洲会病院 がん相談支援センター 
月～金 ９時～17 時 

土   ９時～12 時 

社会医療法人財団大和会 

東大和病院 
がん相談支援センター 月～土 ９時～17 時 

公益財団法人結核予防会 

複十字病院 
がん相談支援センター 

月～金 ８時 30 分～17 時 

(外来診療のある平日) 

土   ８時 30 分～12 時 

(外来診療のある土曜日) 

独立行政法人国立病院機構 

東京病院 
がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

日本赤十字社医療センター 
がん相談支援センター 

（患者支援センター内） 
月～金 9 時～16 時 30 分 

慶應義塾大学病院 がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

（受付 9 時～16 時） 

国立研究開発法人 

国立国際医療研究センター病院 

がん相談支援センター 

（総合医療相談カウンター内） 
月～金 8 時 30 分～16 時 30 分 

東京医科大学病院 総合相談・支援センター（がん相談窓口） 月～金 9 時～16 時 

帝京大学医学部附属病院 
がん相談支援室 

（がん相談支援センター） 

月～金 9 時～16 時 

夜間がん電話相談窓口 

月・金 17 時～21 時 

日本大学医学部附属板橋病院 がん相談支援センター 月～金 8 時 30 分～16 時 30 分 

市立青梅総合医療センター がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

東京医科大学 

八王子医療センター 

総合相談・支援センター 

がん相談支援室 
月～金 9 時～16 時 

東海大学医学部付属 

八王子病院 

患者支援センター 

（がん相談支援センター） 

月～金 10 時～16 時 

土   10 時～14 時（第２・４・５） 

独立行政法人国立病院機構 

災害医療センター 
がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

武蔵野赤十字病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

杏林大学医学部付属病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立多摩総合医療センター 
がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

公立昭和病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京女子医科大学附属 

足立医療センター 

がん患者相談室 

（がん相談支援センター） 

月～金 9 時 30 分～16 時 

土   9 時 30 分～11 時（第 3 除く） 

  

  

■■都都拠拠点点病病院院  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

社会福祉法人三井記念病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京逓信病院 がん相談支援センター 
月～金  9 時～12 時 

    13 時～16 時 30 分 

国際医療福祉大学三田病院 
医療相談・緩和ケアセンター 

がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

東京都済生会中央病院 
がん診療統括センター 

がん医療相談室 

月～金 9 時～16 時 30 分 

土   9 時～12 時 

（第 2・4・5 除く） 

公立学校共済組合関東中央病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

順天堂大学医学部附属 

練馬病院 
がん治療連携室・患者相談室 

月～金 9 時～16 時 

（受付 9 時～15 時） 

日本医科大学多摩永山病院 相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

土   9 時～16 時 

国家公務員共済組合連合会 

立川病院 
がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京慈恵会医科大学附属第三病院 がん相談支援センター 月～土 9 時～16 時 

  

  

■■協協力力病病院院（（ががんん相相談談支支援援セセンンタターーをを有有すするる病病院院ののみみ掲掲載載））  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

社会福祉法人仁生社江戸川病院 がん相談支援室 
月～金 ８時 40 分～17 時 

土   ８時 40 分～12 時 

日本私立学校振興・共済事業団 

東京臨海病院 
がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

独立行政法人労働者健康安全機構 

東京労災病院 
がん相談支援センター 月～金 ８時 15 分～17 時 

東邦大学医療センター大橋病院 がん相談支援センター 月～金 10 時～16 時 

独立行政法人 

地域医療機能推進機構 

東京新宿メディカルセンター 

がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

東京都健康長寿医療センター がん相談支援センター 月～金 ９時～17 時 

東京西徳洲会病院 がん相談支援センター 
月～金 ９時～17 時 

土   ９時～12 時 

社会医療法人財団大和会 

東大和病院 
がん相談支援センター 月～土 ９時～17 時 

公益財団法人結核予防会 

複十字病院 
がん相談支援センター 

月～金 ８時 30 分～17 時 

(外来診療のある平日) 

土   ８時 30 分～12 時 

(外来診療のある土曜日) 

独立行政法人国立病院機構 

東京病院 
がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

日本赤十字社医療センター 
がん相談支援センター 

（患者支援センター内） 
月～金 9 時～16 時 30 分 

慶應義塾大学病院 がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

（受付 9 時～16 時） 

国立研究開発法人 

国立国際医療研究センター病院 

がん相談支援センター 

（総合医療相談カウンター内） 
月～金 8 時 30 分～16 時 30 分 

東京医科大学病院 総合相談・支援センター（がん相談窓口） 月～金 9 時～16 時 

帝京大学医学部附属病院 
がん相談支援室 

（がん相談支援センター） 

月～金 9 時～16 時 

夜間がん電話相談窓口 

月・金 17 時～21 時 

日本大学医学部附属板橋病院 がん相談支援センター 月～金 8 時 30 分～16 時 30 分 

市立青梅総合医療センター がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

東京医科大学 

八王子医療センター 

総合相談・支援センター 

がん相談支援室 
月～金 9 時～16 時 

東海大学医学部付属 

八王子病院 

患者支援センター 

（がん相談支援センター） 

月～金 10 時～16 時 

土   10 時～14 時（第２・４・５） 

独立行政法人国立病院機構 

災害医療センター 
がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

武蔵野赤十字病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～17 時 

杏林大学医学部付属病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立多摩総合医療センター 
がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

公立昭和病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京女子医科大学附属 

足立医療センター 

がん患者相談室 

（がん相談支援センター） 

月～金 9 時 30 分～16 時 

土   9 時 30 分～11 時（第 3 除く） 

  

  

■■都都拠拠点点病病院院  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

社会福祉法人三井記念病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京逓信病院 がん相談支援センター 
月～金  9 時～12 時 

    13 時～16 時 30 分 

国際医療福祉大学三田病院 
医療相談・緩和ケアセンター 

がん相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

東京都済生会中央病院 
がん診療統括センター 

がん医療相談室 

月～金 9 時～16 時 30 分 

土   9 時～12 時 

（第 2・4・5 除く） 

公立学校共済組合関東中央病院 がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

順天堂大学医学部附属 

練馬病院 
がん治療連携室・患者相談室 

月～金 9 時～16 時 

（受付 9 時～15 時） 

日本医科大学多摩永山病院 相談支援センター 
月～金 9 時～17 時 

土   9 時～16 時 

国家公務員共済組合連合会 

立川病院 
がん相談支援センター 月～金 9 時～16 時 

東京慈恵会医科大学附属第三病院 がん相談支援センター 月～土 9 時～16 時 

  

  

■■協協力力病病院院（（ががんん相相談談支支援援セセンンタターーをを有有すするる病病院院ののみみ掲掲載載））  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

社会福祉法人仁生社江戸川病院 がん相談支援室 
月～金 ８時 40 分～17 時 

土   ８時 40 分～12 時 

日本私立学校振興・共済事業団 

東京臨海病院 
がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

独立行政法人労働者健康安全機構 

東京労災病院 
がん相談支援センター 月～金 ８時 15 分～17 時 

東邦大学医療センター大橋病院 がん相談支援センター 月～金 10 時～16 時 

独立行政法人 

地域医療機能推進機構 

東京新宿メディカルセンター 

がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 

東京都健康長寿医療センター がん相談支援センター 月～金 ９時～17 時 

東京西徳洲会病院 がん相談支援センター 
月～金 ９時～17 時 

土   ９時～12 時 

社会医療法人財団大和会 

東大和病院 
がん相談支援センター 月～土 ９時～17 時 

公益財団法人結核予防会 

複十字病院 
がん相談支援センター 

月～金 ８時 30 分～17 時 

(外来診療のある平日) 

土   ８時 30 分～12 時 

(外来診療のある土曜日) 

独立行政法人国立病院機構 

東京病院 
がん相談支援センター 月～金 ９時～16 時 
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■■小小児児ががんん拠拠点点病病院院  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

国立研究開発法人 

国立成育医療研究センター 
小児がん相談支援センター 月～金 8 時 30 分～17 時 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立小児総合医療センター 
子どもがん相談支援センター 月～金 10 時～16 時 

※ 東京都小児がん診療病院はいずれも国拠点病院の指定も受けており、がん相談支援センタ

ーの名称等は「■国拠点病院・地域がん診療病院」の表参照 

  

  

113 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ＡＡＹＹＡＡ世世代代ののみみななささんんのの悩悩みみごごととにに向向きき合合うう  

ＡＹＡ世代は、進学や就職、恋愛、結婚、子供の誕生など、夢と希望に満ちた

年代と言われています。一方で、その都度、人生の岐路を迎えることとなり判断

に悩むことも多くあります。そのような時期にがんに罹患してしまうということ

は、未来を考える上で大きな影響を与えることになります。 

がんは高齢者に多い疾患であり、ＡＹＡ世代のみなさんは自分が「がんにな

る」という実感はないかもしれません。確かに多くはありませんが、都内で１年

間のうち新たにがんに罹患する人の中で、ＡＹＡ世代の方は、おおよそ３％とな

っています。 

都では、ＡＹＡ世代のがん患者のみなさんの悩みごとに寄り添い、解決の一助

となるべく「「ＡＡＹＹＡＡ世世代代ががんん相相談談情情報報セセンンタターー」」を設置しています。同センター

では、以下のような取組を行っています。 

 

■相相談談支支援援・・情情報報提提供供  

例えば、学業や仕事、結婚、生殖機能のこと、子供への関わり方、経済的な問

題など様々な相談を受けるとともに、適切な窓口等を紹介しています。 

 

■ＡＡＹＹＡＡキキャャンンササーーササババイイババーーズズミミーーテティィンンググ 

ＡＹＡ世代のがん患者は少ないため、同じ境遇の仲間に出会うことや経験者の

話を聞く機会があまりないと言われていることから、ＡＹＡ世代のがん患者同士

が交流できるイベントを開催しています。 

 

■ＴＴｏｏｋｋｙｙｏｏ  ＡＡＹＹＡＡ  ＣＣａａｎｎネネッットトワワーークク  

がん診療連携拠点病院等の相談員同士がそれぞれの相談を受けた経験を共有す

ることで、相談支援の充実を図っています。 

 

＜設置場所＞ ※いずれも、土曜、日曜、祝日を除く午前９時から午後５時まで 

○ 聖聖路路加加国国際際病病院院（中央区明石町９番１号） 

問合せ先：０３－５５５０－７０９８ 

○ 東東京京都都立立小小児児総総合合医医療療セセンンタターー（府中市武蔵台二丁目８番２９号） 

問合せ先：０４２－３１２－８１９１ 

 

また、「がん相談支援センター」においても相談支援に取り組んでいます。悩

みごとや困りごとがあれば相談してみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＹＡ世代のみなさんの悩みごとに向き合う 

ＡＹＡ世代は、進学や就職、恋愛、結婚、子供の誕生など、夢と希望に満ちた

年代と言われています。一方で、その都度、人生の岐路を迎えることとなり判断

に悩むことも多くあります。そのような時期にがんに罹患してしまうということ

は、未来を考える上で大きな影響を与えることになります。 

がんは高齢者に多い疾患であり、ＡＹＡ世代のみなさんは自分が「がんにな

る」という実感はないかもしれません。確かに多くはありませんが、都内で１年

間のうち新たにがんに罹患する人の中で、ＡＹＡ世代の方は、おおよそ３％とな

っています。 

都では、ＡＹＡ世代のがん患者のみなさんの悩みごとに寄り添い、解決の一助

となるべく「ＡＹＡ世代がん相談情報センター」を設置しています。同センター

では、以下のような取組を行っています。 

 

■相談支援・情報提供 

例えば、学業や仕事、結婚、生殖機能のこと、子供への関わり方、経済的な問

題など様々な相談を受けるとともに、適切な窓口等を紹介しています。 

 

■ＡＹＡキャンサーサバイバーズミーティング 

ＡＹＡ世代のがん患者は少ないため、同じ境遇の仲間に出会うことや経験者の

話を聞く機会があまりないと言われていることから、ＡＹＡ世代のがん患者同士

が交流できるイベントを開催しています。 

 

■Ｔｏｋｙｏ ＡＹＡ Ｃａｎネットワーク 

がん診療連携拠点病院等の相談員同士がそれぞれの相談を受けた経験を共有す

ることで、相談支援の充実を図っています。 

 

＜設置場所＞ ※いずれも、土曜、日曜、祝日を除く午前９時から午後５時まで 

○ 聖路加国際病院（中央区明石町９番１号） 

問合せ先：０３－５５５０－７０９８ 

○ 東京都立小児総合医療センター（府中市武蔵台二丁目８番２９号） 

問合せ先：０４２－３１２－８１９１ 

 

また、「がん相談支援センター」においても相談支援に取り組んでいます。悩

みごとや困りごとがあれば相談してみてください。 

■■小小児児ががんん拠拠点点病病院院  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

国立研究開発法人 

国立成育医療研究センター 
小児がん相談支援センター 月～金 8 時 30 分～17 時 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立小児総合医療センター 
子どもがん相談支援センター 月～金 10 時～16 時 

※ 東京都小児がん診療病院はいずれも国拠点病院の指定も受けており、がん相談支援センタ

ーの名称等は「■国拠点病院・地域がん診療病院」の表参照 
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ＡＡＹＹＡＡ世世代代ののみみななささんんのの悩悩みみごごととにに向向きき合合うう  

ＡＹＡ世代は、進学や就職、恋愛、結婚、子供の誕生など、夢と希望に満ちた

年代と言われています。一方で、その都度、人生の岐路を迎えることとなり判断

に悩むことも多くあります。そのような時期にがんに罹患してしまうということ

は、未来を考える上で大きな影響を与えることになります。 

がんは高齢者に多い疾患であり、ＡＹＡ世代のみなさんは自分が「がんにな

る」という実感はないかもしれません。確かに多くはありませんが、都内で１年

間のうち新たにがんに罹患する人の中で、ＡＹＡ世代の方は、おおよそ３％とな

っています。 

都では、ＡＹＡ世代のがん患者のみなさんの悩みごとに寄り添い、解決の一助

となるべく「「ＡＡＹＹＡＡ世世代代ががんん相相談談情情報報セセンンタターー」」を設置しています。同センター

では、以下のような取組を行っています。 

 

■相相談談支支援援・・情情報報提提供供  

例えば、学業や仕事、結婚、生殖機能のこと、子供への関わり方、経済的な問

題など様々な相談を受けるとともに、適切な窓口等を紹介しています。 

 

■ＡＡＹＹＡＡキキャャンンササーーササババイイババーーズズミミーーテティィンンググ 

ＡＹＡ世代のがん患者は少ないため、同じ境遇の仲間に出会うことや経験者の

話を聞く機会があまりないと言われていることから、ＡＹＡ世代のがん患者同士

が交流できるイベントを開催しています。 

 

■ＴＴｏｏｋｋｙｙｏｏ  ＡＡＹＹＡＡ  ＣＣａａｎｎネネッットトワワーークク  

がん診療連携拠点病院等の相談員同士がそれぞれの相談を受けた経験を共有す

ることで、相談支援の充実を図っています。 

 

＜設置場所＞ ※いずれも、土曜、日曜、祝日を除く午前９時から午後５時まで 

○ 聖聖路路加加国国際際病病院院（中央区明石町９番１号） 

問合せ先：０３－５５５０－７０９８ 

○ 東東京京都都立立小小児児総総合合医医療療セセンンタターー（府中市武蔵台二丁目８番２９号） 

問合せ先：０４２－３１２－８１９１ 

 

また、「がん相談支援センター」においても相談支援に取り組んでいます。悩

みごとや困りごとがあれば相談してみてください。 
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○ 東京都立小児総合医療センター（府中市武蔵台二丁目８番２９号） 

問合せ先：０４２－３１２－８１９１ 

 

また、「がん相談支援センター」においても相談支援に取り組んでいます。悩

みごとや困りごとがあれば相談してみてください。 
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地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立小児総合医療センター 
子どもがん相談支援センター 月～金 10 時～16 時 

※ 東京都小児がん診療病院はいずれも国拠点病院の指定も受けており、がん相談支援センタ

ーの名称等は「■国拠点病院・地域がん診療病院」の表参照 
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がん診療連携拠点病院等の相談員同士がそれぞれの相談を受けた経験を共有す

ることで、相談支援の充実を図っています。 

 

＜設置場所＞ ※いずれも、土曜、日曜、祝日を除く午前９時から午後５時まで 

○ 聖路加国際病院（中央区明石町９番１号） 

問合せ先：０３－５５５０－７０９８ 

○ 東京都立小児総合医療センター（府中市武蔵台二丁目８番２９号） 

問合せ先：０４２－３１２－８１９１ 

 

また、「がん相談支援センター」においても相談支援に取り組んでいます。悩

みごとや困りごとがあれば相談してみてください。 
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■■小小児児ががんん拠拠点点病病院院  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

国立研究開発法人 

国立成育医療研究センター 
小児がん相談支援センター 月～金 8 時 30 分～17 時 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立小児総合医療センター 
子どもがん相談支援センター 月～金 10 時～16 時 

※ 東京都小児がん診療病院はいずれも国拠点病院の指定も受けており、がん相談支援センタ

ーの名称等は「■国拠点病院・地域がん診療病院」の表参照 
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ＡＡＹＹＡＡ世世代代ののみみななささんんのの悩悩みみごごととにに向向きき合合うう  

ＡＹＡ世代は、進学や就職、恋愛、結婚、子供の誕生など、夢と希望に満ちた

年代と言われています。一方で、その都度、人生の岐路を迎えることとなり判断

に悩むことも多くあります。そのような時期にがんに罹患してしまうということ

は、未来を考える上で大きな影響を与えることになります。 

がんは高齢者に多い疾患であり、ＡＹＡ世代のみなさんは自分が「がんにな

る」という実感はないかもしれません。確かに多くはありませんが、都内で１年

間のうち新たにがんに罹患する人の中で、ＡＹＡ世代の方は、おおよそ３％とな

っています。 

都では、ＡＹＡ世代のがん患者のみなさんの悩みごとに寄り添い、解決の一助

となるべく「「ＡＡＹＹＡＡ世世代代ががんん相相談談情情報報セセンンタターー」」を設置しています。同センター

では、以下のような取組を行っています。 

 

■相相談談支支援援・・情情報報提提供供  

例えば、学業や仕事、結婚、生殖機能のこと、子供への関わり方、経済的な問

題など様々な相談を受けるとともに、適切な窓口等を紹介しています。 

 

■ＡＡＹＹＡＡキキャャンンササーーササババイイババーーズズミミーーテティィンンググ 

ＡＹＡ世代のがん患者は少ないため、同じ境遇の仲間に出会うことや経験者の

話を聞く機会があまりないと言われていることから、ＡＹＡ世代のがん患者同士

が交流できるイベントを開催しています。 

 

■ＴＴｏｏｋｋｙｙｏｏ  ＡＡＹＹＡＡ  ＣＣａａｎｎネネッットトワワーークク  

がん診療連携拠点病院等の相談員同士がそれぞれの相談を受けた経験を共有す

ることで、相談支援の充実を図っています。 

 

＜設置場所＞ ※いずれも、土曜、日曜、祝日を除く午前９時から午後５時まで 

○ 聖聖路路加加国国際際病病院院（中央区明石町９番１号） 

問合せ先：０３－５５５０－７０９８ 

○ 東東京京都都立立小小児児総総合合医医療療セセンンタターー（府中市武蔵台二丁目８番２９号） 

問合せ先：０４２－３１２－８１９１ 

 

また、「がん相談支援センター」においても相談支援に取り組んでいます。悩

みごとや困りごとがあれば相談してみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＹＡ世代のみなさんの悩みごとに向き合う 

ＡＹＡ世代は、進学や就職、恋愛、結婚、子供の誕生など、夢と希望に満ちた

年代と言われています。一方で、その都度、人生の岐路を迎えることとなり判断

に悩むことも多くあります。そのような時期にがんに罹患してしまうということ

は、未来を考える上で大きな影響を与えることになります。 

がんは高齢者に多い疾患であり、ＡＹＡ世代のみなさんは自分が「がんにな

る」という実感はないかもしれません。確かに多くはありませんが、都内で１年

間のうち新たにがんに罹患する人の中で、ＡＹＡ世代の方は、おおよそ３％とな

っています。 

都では、ＡＹＡ世代のがん患者のみなさんの悩みごとに寄り添い、解決の一助

となるべく「ＡＹＡ世代がん相談情報センター」を設置しています。同センター

では、以下のような取組を行っています。 

 

■相談支援・情報提供 

例えば、学業や仕事、結婚、生殖機能のこと、子供への関わり方、経済的な問

題など様々な相談を受けるとともに、適切な窓口等を紹介しています。 

 

■ＡＹＡキャンサーサバイバーズミーティング 

ＡＹＡ世代のがん患者は少ないため、同じ境遇の仲間に出会うことや経験者の

話を聞く機会があまりないと言われていることから、ＡＹＡ世代のがん患者同士

が交流できるイベントを開催しています。 

 

■Ｔｏｋｙｏ ＡＹＡ Ｃａｎネットワーク 

がん診療連携拠点病院等の相談員同士がそれぞれの相談を受けた経験を共有す

ることで、相談支援の充実を図っています。 

 

＜設置場所＞ ※いずれも、土曜、日曜、祝日を除く午前９時から午後５時まで 

○ 聖路加国際病院（中央区明石町９番１号） 

問合せ先：０３－５５５０－７０９８ 

○ 東京都立小児総合医療センター（府中市武蔵台二丁目８番２９号） 

問合せ先：０４２－３１２－８１９１ 

 

また、「がん相談支援センター」においても相談支援に取り組んでいます。悩

みごとや困りごとがあれば相談してみてください。 

■■小小児児ががんん拠拠点点病病院院  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

国立研究開発法人 

国立成育医療研究センター 
小児がん相談支援センター 月～金 8 時 30 分～17 時 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立小児総合医療センター 
子どもがん相談支援センター 月～金 10 時～16 時 

※ 東京都小児がん診療病院はいずれも国拠点病院の指定も受けており、がん相談支援センタ

ーの名称等は「■国拠点病院・地域がん診療病院」の表参照 
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ＡＡＹＹＡＡ世世代代ののみみななささんんのの悩悩みみごごととにに向向きき合合うう  

ＡＹＡ世代は、進学や就職、恋愛、結婚、子供の誕生など、夢と希望に満ちた

年代と言われています。一方で、その都度、人生の岐路を迎えることとなり判断

に悩むことも多くあります。そのような時期にがんに罹患してしまうということ

は、未来を考える上で大きな影響を与えることになります。 

がんは高齢者に多い疾患であり、ＡＹＡ世代のみなさんは自分が「がんにな

る」という実感はないかもしれません。確かに多くはありませんが、都内で１年

間のうち新たにがんに罹患する人の中で、ＡＹＡ世代の方は、おおよそ３％とな

っています。 

都では、ＡＹＡ世代のがん患者のみなさんの悩みごとに寄り添い、解決の一助

となるべく「「ＡＡＹＹＡＡ世世代代ががんん相相談談情情報報セセンンタターー」」を設置しています。同センター

では、以下のような取組を行っています。 

 

■相相談談支支援援・・情情報報提提供供  

例えば、学業や仕事、結婚、生殖機能のこと、子供への関わり方、経済的な問

題など様々な相談を受けるとともに、適切な窓口等を紹介しています。 

 

■ＡＡＹＹＡＡキキャャンンササーーササババイイババーーズズミミーーテティィンンググ 

ＡＹＡ世代のがん患者は少ないため、同じ境遇の仲間に出会うことや経験者の

話を聞く機会があまりないと言われていることから、ＡＹＡ世代のがん患者同士

が交流できるイベントを開催しています。 

 

■ＴＴｏｏｋｋｙｙｏｏ  ＡＡＹＹＡＡ  ＣＣａａｎｎネネッットトワワーークク  

がん診療連携拠点病院等の相談員同士がそれぞれの相談を受けた経験を共有す

ることで、相談支援の充実を図っています。 

 

＜設置場所＞ ※いずれも、土曜、日曜、祝日を除く午前９時から午後５時まで 

○ 聖聖路路加加国国際際病病院院（中央区明石町９番１号） 

問合せ先：０３－５５５０－７０９８ 

○ 東東京京都都立立小小児児総総合合医医療療セセンンタターー（府中市武蔵台二丁目８番２９号） 

問合せ先：０４２－３１２－８１９１ 

 

また、「がん相談支援センター」においても相談支援に取り組んでいます。悩

みごとや困りごとがあれば相談してみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＹＡ世代のみなさんの悩みごとに向き合う 

ＡＹＡ世代は、進学や就職、恋愛、結婚、子供の誕生など、夢と希望に満ちた

年代と言われています。一方で、その都度、人生の岐路を迎えることとなり判断

に悩むことも多くあります。そのような時期にがんに罹患してしまうということ

は、未来を考える上で大きな影響を与えることになります。 

がんは高齢者に多い疾患であり、ＡＹＡ世代のみなさんは自分が「がんにな

る」という実感はないかもしれません。確かに多くはありませんが、都内で１年

間のうち新たにがんに罹患する人の中で、ＡＹＡ世代の方は、おおよそ３％とな

っています。 

都では、ＡＹＡ世代のがん患者のみなさんの悩みごとに寄り添い、解決の一助

となるべく「ＡＹＡ世代がん相談情報センター」を設置しています。同センター

では、以下のような取組を行っています。 

 

■相談支援・情報提供 

例えば、学業や仕事、結婚、生殖機能のこと、子供への関わり方、経済的な問

題など様々な相談を受けるとともに、適切な窓口等を紹介しています。 

 

■ＡＹＡキャンサーサバイバーズミーティング 

ＡＹＡ世代のがん患者は少ないため、同じ境遇の仲間に出会うことや経験者の

話を聞く機会があまりないと言われていることから、ＡＹＡ世代のがん患者同士

が交流できるイベントを開催しています。 

 

■Ｔｏｋｙｏ ＡＹＡ Ｃａｎネットワーク 

がん診療連携拠点病院等の相談員同士がそれぞれの相談を受けた経験を共有す

ることで、相談支援の充実を図っています。 

 

＜設置場所＞ ※いずれも、土曜、日曜、祝日を除く午前９時から午後５時まで 

○ 聖路加国際病院（中央区明石町９番１号） 

問合せ先：０３－５５５０－７０９８ 

○ 東京都立小児総合医療センター（府中市武蔵台二丁目８番２９号） 

問合せ先：０４２－３１２－８１９１ 

 

また、「がん相談支援センター」においても相談支援に取り組んでいます。悩

みごとや困りごとがあれば相談してみてください。 

■■小小児児ががんん拠拠点点病病院院  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

国立研究開発法人 

国立成育医療研究センター 
小児がん相談支援センター 月～金 8 時 30 分～17 時 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立小児総合医療センター 
子どもがん相談支援センター 月～金 10 時～16 時 

※ 東京都小児がん診療病院はいずれも国拠点病院の指定も受けており、がん相談支援センタ

ーの名称等は「■国拠点病院・地域がん診療病院」の表参照 
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ＡＹＡ世代は、進学や就職、恋愛、結婚、子供の誕生など、夢と希望に満ちた

年代と言われています。一方で、その都度、人生の岐路を迎えることとなり判断

に悩むことも多くあります。そのような時期にがんに罹患してしまうということ

は、未来を考える上で大きな影響を与えることになります。 

がんは高齢者に多い疾患であり、ＡＹＡ世代のみなさんは自分が「がんにな

る」という実感はないかもしれません。確かに多くはありませんが、都内で１年

間のうち新たにがんに罹患する人の中で、ＡＹＡ世代の方は、おおよそ３％とな

っています。 

都では、ＡＹＡ世代のがん患者のみなさんの悩みごとに寄り添い、解決の一助

となるべく「「ＡＡＹＹＡＡ世世代代ががんん相相談談情情報報セセンンタターー」」を設置しています。同センター

では、以下のような取組を行っています。 

 

■相相談談支支援援・・情情報報提提供供  

例えば、学業や仕事、結婚、生殖機能のこと、子供への関わり方、経済的な問

題など様々な相談を受けるとともに、適切な窓口等を紹介しています。 

 

■ＡＡＹＹＡＡキキャャンンササーーササババイイババーーズズミミーーテティィンンググ 

ＡＹＡ世代のがん患者は少ないため、同じ境遇の仲間に出会うことや経験者の

話を聞く機会があまりないと言われていることから、ＡＹＡ世代のがん患者同士

が交流できるイベントを開催しています。 

 

■ＴＴｏｏｋｋｙｙｏｏ  ＡＡＹＹＡＡ  ＣＣａａｎｎネネッットトワワーークク  

がん診療連携拠点病院等の相談員同士がそれぞれの相談を受けた経験を共有す

ることで、相談支援の充実を図っています。 

 

＜設置場所＞ ※いずれも、土曜、日曜、祝日を除く午前９時から午後５時まで 

○ 聖聖路路加加国国際際病病院院（中央区明石町９番１号） 

問合せ先：０３－５５５０－７０９８ 

○ 東東京京都都立立小小児児総総合合医医療療セセンンタターー（府中市武蔵台二丁目８番２９号） 

問合せ先：０４２－３１２－８１９１ 

 

また、「がん相談支援センター」においても相談支援に取り組んでいます。悩

みごとや困りごとがあれば相談してみてください。 
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ＡＹＡ世代は、進学や就職、恋愛、結婚、子供の誕生など、夢と希望に満ちた

年代と言われています。一方で、その都度、人生の岐路を迎えることとなり判断

に悩むことも多くあります。そのような時期にがんに罹患してしまうということ

は、未来を考える上で大きな影響を与えることになります。 

がんは高齢者に多い疾患であり、ＡＹＡ世代のみなさんは自分が「がんにな

る」という実感はないかもしれません。確かに多くはありませんが、都内で１年

間のうち新たにがんに罹患する人の中で、ＡＹＡ世代の方は、おおよそ３％とな

っています。 

都では、ＡＹＡ世代のがん患者のみなさんの悩みごとに寄り添い、解決の一助

となるべく「ＡＹＡ世代がん相談情報センター」を設置しています。同センター

では、以下のような取組を行っています。 

 

■相談支援・情報提供 

例えば、学業や仕事、結婚、生殖機能のこと、子供への関わり方、経済的な問

題など様々な相談を受けるとともに、適切な窓口等を紹介しています。 

 

■ＡＹＡキャンサーサバイバーズミーティング 

ＡＹＡ世代のがん患者は少ないため、同じ境遇の仲間に出会うことや経験者の

話を聞く機会があまりないと言われていることから、ＡＹＡ世代のがん患者同士

が交流できるイベントを開催しています。 

 

■Ｔｏｋｙｏ ＡＹＡ Ｃａｎネットワーク 

がん診療連携拠点病院等の相談員同士がそれぞれの相談を受けた経験を共有す

ることで、相談支援の充実を図っています。 

 

＜設置場所＞ ※いずれも、土曜、日曜、祝日を除く午前９時から午後５時まで 

○ 聖路加国際病院（中央区明石町９番１号） 

問合せ先：０３－５５５０－７０９８ 

○ 東京都立小児総合医療センター（府中市武蔵台二丁目８番２９号） 

問合せ先：０４２－３１２－８１９１ 

 

また、「がん相談支援センター」においても相談支援に取り組んでいます。悩

みごとや困りごとがあれば相談してみてください。 

 

■■小小児児ががんん拠拠点点病病院院  

医療機関名 がん相談支援センターの名称 対応時間 

国立研究開発法人 

国立成育医療研究センター 
小児がん相談支援センター 月～金 8 時 30 分～17 時 

地方独立行政法人東京都立病院機構 

東京都立小児総合医療センター 
子どもがん相談支援センター 月～金 10 時～16 時 

※ 東京都小児がん診療病院はいずれも国拠点病院の指定も受けており、がん相談支援センタ

ーの名称等は「■国拠点病院・地域がん診療病院」の表参照 
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ＡＡＹＹＡＡ世世代代ののみみななささんんのの悩悩みみごごととにに向向きき合合うう  

ＡＹＡ世代は、進学や就職、恋愛、結婚、子供の誕生など、夢と希望に満ちた

年代と言われています。一方で、その都度、人生の岐路を迎えることとなり判断

に悩むことも多くあります。そのような時期にがんに罹患してしまうということ

は、未来を考える上で大きな影響を与えることになります。 

がんは高齢者に多い疾患であり、ＡＹＡ世代のみなさんは自分が「がんにな

る」という実感はないかもしれません。確かに多くはありませんが、都内で１年

間のうち新たにがんに罹患する人の中で、ＡＹＡ世代の方は、おおよそ３％とな

っています。 

都では、ＡＹＡ世代のがん患者のみなさんの悩みごとに寄り添い、解決の一助

となるべく「「ＡＡＹＹＡＡ世世代代ががんん相相談談情情報報セセンンタターー」」を設置しています。同センター

では、以下のような取組を行っています。 

 

■相相談談支支援援・・情情報報提提供供  

例えば、学業や仕事、結婚、生殖機能のこと、子供への関わり方、経済的な問

題など様々な相談を受けるとともに、適切な窓口等を紹介しています。 

 

■ＡＡＹＹＡＡキキャャンンササーーササババイイババーーズズミミーーテティィンンググ 

ＡＹＡ世代のがん患者は少ないため、同じ境遇の仲間に出会うことや経験者の

話を聞く機会があまりないと言われていることから、ＡＹＡ世代のがん患者同士

が交流できるイベントを開催しています。 

 

■ＴＴｏｏｋｋｙｙｏｏ  ＡＡＹＹＡＡ  ＣＣａａｎｎネネッットトワワーークク  

がん診療連携拠点病院等の相談員同士がそれぞれの相談を受けた経験を共有す

ることで、相談支援の充実を図っています。 

 

＜設置場所＞ ※いずれも、土曜、日曜、祝日を除く午前９時から午後５時まで 

○ 聖聖路路加加国国際際病病院院（中央区明石町９番１号） 

問合せ先：０３－５５５０－７０９８ 

○ 東東京京都都立立小小児児総総合合医医療療セセンンタターー（府中市武蔵台二丁目８番２９号） 

問合せ先：０４２－３１２－８１９１ 

 

また、「がん相談支援センター」においても相談支援に取り組んでいます。悩

みごとや困りごとがあれば相談してみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＹＡ世代のみなさんの悩みごとに向き合う 

ＡＹＡ世代は、進学や就職、恋愛、結婚、子供の誕生など、夢と希望に満ちた

年代と言われています。一方で、その都度、人生の岐路を迎えることとなり判断

に悩むことも多くあります。そのような時期にがんに罹患してしまうということ

は、未来を考える上で大きな影響を与えることになります。 

がんは高齢者に多い疾患であり、ＡＹＡ世代のみなさんは自分が「がんにな

る」という実感はないかもしれません。確かに多くはありませんが、都内で１年

間のうち新たにがんに罹患する人の中で、ＡＹＡ世代の方は、おおよそ３％とな

っています。 

都では、ＡＹＡ世代のがん患者のみなさんの悩みごとに寄り添い、解決の一助

となるべく「ＡＹＡ世代がん相談情報センター」を設置しています。同センター

では、以下のような取組を行っています。 

 

■相談支援・情報提供 

例えば、学業や仕事、結婚、生殖機能のこと、子供への関わり方、経済的な問

題など様々な相談を受けるとともに、適切な窓口等を紹介しています。 

 

■ＡＹＡキャンサーサバイバーズミーティング 

ＡＹＡ世代のがん患者は少ないため、同じ境遇の仲間に出会うことや経験者の

話を聞く機会があまりないと言われていることから、ＡＹＡ世代のがん患者同士

が交流できるイベントを開催しています。 

 

■Ｔｏｋｙｏ ＡＹＡ Ｃａｎネットワーク 

がん診療連携拠点病院等の相談員同士がそれぞれの相談を受けた経験を共有す

ることで、相談支援の充実を図っています。 

 

＜設置場所＞ ※いずれも、土曜、日曜、祝日を除く午前９時から午後５時まで 

○ 聖路加国際病院（中央区明石町９番１号） 

問合せ先：０３－５５５０－７０９８ 

○ 東京都立小児総合医療センター（府中市武蔵台二丁目８番２９号） 

問合せ先：０４２－３１２－８１９１ 

 

また、「がん相談支援センター」においても相談支援に取り組んでいます。悩

みごとや困りごとがあれば相談してみてください。 
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（（２２））患患者者団団体体・・患患者者支支援援団団体体  

現現状状とと課課題題  

○ 都内では、がん経験者等が集まり、お互いの不安や悩みを共有したり、がん患者

及びその家族の相談支援等を行うなど、患者団体113及び患者支援団体114（以下「患

者団体等」という。）が活動しています。拠点病院等（成人・小児）は患者団体等

と連携して、患者及び家族が集える場を設置したり、患者団体等の活動情報の提供

などを行っています。 

また、都は、患者団体等の情報を収集し、発信しています。 

 

○ 都は、東京都がんポータルサイトにおいて患者団体等の情報を掲載するととも

に、掲載団体の拡充にも努めています。 

 

取取組組のの方方向向性性  

①①  情情報報掲掲載載・・発発信信のの強強化化  

○ 患者及び家族が自身のニーズに合致する団体につながることができる環境を整

えるため、都は、引き続き、東京都がんポータルサイトにおいて患者団体等の情報

掲載を推進し、患者及び家族や拠点病院等（成人・小児）に対して発信していきま

す。併せて、患者団体等によるイベント開催情報等の掲載も推進します。 

 

（（３３））ピピアア・・ササポポーートト及及びび患患者者ササロロンン  

現現状状とと課課題題  

○ ピア・サポートとは、がん患者や家族の悩みに対して、がん経験者等が、同じ経

験を持つ仲間（ピア）として自分の経験を生かしながら相談や支援を行う取組のこ

とで、これを行う人をピア・サポーターといいます。 

 

○ 都は、国拠点病院、地域がん診療病院及び都拠点病院におけるピア・サポートの

取組を支援しており、令和５年８月時点で、これらの病院の約半数においてピア・

サポーターと連携した患者サロン等の開催や、ピア・サポーターによる個別相談会

を実施しています。 

 

○ しかし、ピア・サポーターの接し方によっては、患者や家族を傷つけてしまうこ

ともあるため、各病院によるピア・サポート推進に向けて、ピア・サポーターの質

の担保が求められています。 

 

○ また、がん経験者の中には、ピア・サポーターとして活動することを希望してい

るものの、活動の機会を持つことができない人もいます。 

 
113 「患者団体」：本計画では、患者及び家族、何らかの共通する患者体験を持つ人たちが集まり、お互いの悩み

や不安の共有、情報交換及び交流など当事者間で自主的に活動する団体を「患者団体」と指す。 
114 「患者支援団体」：本計画では、患者及び家族を支援することを目的として患者及び家族以外の第三者が主

体となって活動する団体を「患者支援団体」と指す。 

 

○ ＡＹＡ世代のがん患者の一定数は、経験するライフイベント等に応じたピア・サ

ポートを必要としていますが、がん種や社会状況に応じて多様性が高く、自分と同

じ条件のピア・サポーターを探すことが難しい場合があります。 

 

○ 患者サロンは、がん患者や家族など、同じ立場の人が自由に集いがんについて

気軽に語り合える交流の場です。国拠点病院・地域がん診療病院・都拠点病院や

一部の区市町村等で設置しており、がん相談支援センターや患者団体等、患者や

家族など様々な運営主体が、交流会や勉強会等を開催しています。 

 

○ しかし、新型コロナの感染拡大を受けて、患者サロンの活動が中断し、患者や家

族が同じ立場の人と交流できる場が以前より少なくなっています。 

 

○ 都では、ピア・サポート及び患者サロンについて、東京都がんポータルサイトで

案内していますが、ピア・サポート及び患者サロンとも、参加・利用者が限られて

います。参加・利用の希望を有するものの、実際に参加・利用したことがないと回

答した人にその理由を尋ねたところ、「参加方法が分からない」「どこで実施されて

いるか分からない」との意見が多数を占めていました。115 

 

取取組組のの方方向向性性  

①①  ピピアア・・ササポポーータターーのの提提供供推推進進  

○ 都においてピア・サポーターの養成研修に取り組み、研修を修了したピア・サポ

ーターの情報を分かりやすい形で拠点病院等（成人・小児）に対して情報提供する

ことにより、質の担保と活動機会の提供の実現を図ります。 

  

②②  患患者者ササロロンンのの開開催催支支援援  

○ 国拠点病院・地域がん診療病院・都拠点病院における患者サロンの開催を推進す

るために、都は、東京都がん診療連携協議会と連携し、好事例の共有等を行うとと

もに、必要な環境整備を支援します。 

 

③③  開開催催情情報報のの発発信信強強化化  

○ ピア・サポート及び患者サロンの開催情報を東京都がんポータルサイトで分か

りやすく発信するとともに、拠点病院等（成人・小児）と連携し、がん相談情報セ

ンターによる案内も推進します。 

 

 

 

 
115 「東京都がん患者調査（令和５年３月）」「東京都がん家族調査（令和５年３月）」「東京都小児がん患者調査

（令和５年３月）」による。 
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○ ＡＹＡ世代のがん患者の一定数は、経験するライフイベント等に応じたピア・サ

ポートを必要としていますが、がん種や社会状況に応じて多様性が高く、自分と同

じ条件のピア・サポーターを探すことが難しい場合があります。 

 

○ 患者サロンは、がん患者や家族など、同じ立場の人が自由に集いがんについて

気軽に語り合える交流の場です。国拠点病院・地域がん診療病院・都拠点病院や一

部の区市町村等で設置しており、がん相談支援センターや患者団体等、患者や家

族など様々な運営主体が、交流会や勉強会等を開催しています。 

 

○ しかし、新型コロナの感染拡大を受けて、患者サロンの活動が中断し、患者や家

族が同じ立場の人と交流できる場が以前より少なくなっています。 

 

○ 都では、ピア・サポート及び患者サロンについて、東京都がんポータルサイトで

案内していますが、ピア・サポート及び患者サロンとも、参加・利用者が限られて

います。参加・利用の希望を有するものの、実際に参加・利用したことがないと回

答した人にその理由を尋ねたところ、「参加方法が分からない」「どこで実施されて

いるか分からない」との意見が多数を占めていました。115 

 

取組の方向性 

① ピア・サポーターの提供推進 

○ 都においてピア・サポーターの養成研修に取り組み、研修を修了したピア・サポ

ーターの情報を分かりやすい形で拠点病院等（成人・小児）に対して情報提供する

ことにより、質の担保と活動機会の提供の実現を図ります。 

 

② 患者サロンの開催支援 

○ 国拠点病院・地域がん診療病院・都拠点病院における患者サロンの開催を推進す

るために、都は、東京都がん診療連携協議会と連携し、好事例の共有等を行うとと

もに、必要な環境整備を支援します。 

 

③ 開催情報の発信強化 

○ ピア・サポート及び患者サロンの開催情報を東京都がんポータルサイトで分か

りやすく発信するとともに、拠点病院等（成人・小児）と連携し、がん相談情報セ

ンターによる案内も推進します。 

 

 

 

 
115 「東京都がん患者調査（令和５年３月）」「東京都がん家族調査（令和５年３月）」「東京都小児がん患者調査

（令和５年３月）」による。 




